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一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
ニ
―
九
条
•
第
二
二
五
条
お
よ
び
第
二
二
六
条
第
ニ
―
九
条
•
第
二
二
五
条
お
よ
び
第
二
二
六
条
と
い
う
の
は
筒
単
に
い
え
ば
、
生
命
保
険
を
契
約
す
る
個
人
、
あ
る
種
の
退
職
年
金
制
度
に
掛
金
を
払
う
従
業
員
、
強
制
的
に
あ
る
寡
婦
孤
児
制
度
に
掛
金
を
払
込
む
従
業
員
に
対
し
適
用
さ
れ
る
免
税
措
置
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
こ
れ
等
免
税
へ
の
制
限
に
つ
い
て
も
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
免
税
措
置
は
第
三
七
九
条
下
の
全
部
認
可
を
得
て
い
る
制
度
の
場
合
に
は
何
等
適
用
さ
れ
な
い
。
も
っ
と
も
そ
の
加
入
が
強
制
的
で
あ
る
寡
婦
年
金
基
金
の
あ
る
個
人
の
免
税
額
を
計
算
す
る
に
は
、
実
際
若
干
の
場
合
に
お
い
て
は
、
個
人
契
約
お
よ
び
退
職
年
金
制
度
契
約
の
両
者
が
と
も
そ
の
基
本
的
原
則
は
第
ニ
―
九
条
第
山
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
自
分
自
身
ま
た
は
そ
の
妻
の
た
め
、
生
命
保
険
ま
た
は
据
置
年
金
契
約
を
締
結
し
た
人
は
み
な
、
あ
る
制
限
は
あ
る
が
、
所
得
税
の
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
1
保
険
料
免
税
の
基
本
的
原
則
場
合
に
は
別
で
あ
る
。
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英
イ
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リ
ス
私
的
退
職
年
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制
度
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租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
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0
0ボ
ン
ド
を
超
え
て
は
、
如
何
な
る
免
税
も
許
さ
れ
て
い
な
い
。
し、）
あ
る
免
除
を
う
け
る
権
利
（
付
加
税
に
は
な
い
）
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
そ
の
課
税
所
得
額
（
勤
労
所
得
控
除
金
を
差
引
い
た
-
0ボ
ン
ド
ー
ニ
五
ボ
ン
ド
と
は
次
に
述
べ
る
よ
う
な
制
限
の
諸
条
件
を
充
た
し
た
保
険
料
を
称
す
る
。
免
税
は
生
命
保
険
お
よ
び
据
置
年
金
に
等
し
く
与
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
免
税
を
う
け
る
た
め
に
は
保
険
ま
た
は
据
置
年
金
は
、
そ
の
個
人
の
生
命
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
の
生
命
に
関
し
て
契
約
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
年
金
保
険
料
は
前
述
の
よ
う
に
し
て
、
他
の
保
険
料
を
も
合
せ
、
そ
の
値
の
求
め
ら
れ
た
X
に
対
し
て
免
税
が
行
な
わ
れ
る
。
保
険
料
の
免
税
に
関
す
る
制
限
所
得
の
1
-
6
規
定
（
第
二
二
六
条
第
山
項
）
［
あ
る
個
人
の
総
課
税
所
得
額
の
1
-
6
を
超
え
て
は
、
如
何
な
る
人
に
よ
っ
て
払
込
ま
れ
た
掛
金
も
、
そ
れ
に
関
し
て
何
等
の
免
税
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
保
険
金
の
七
免
規
定
（
第
二
二
六
条
第
図
項
）
ー
死
亡
に
際
し
て
一
時
金
を
得
る
た
め
に
締
結
さ
れ
た
保
険
に
お
い
て
、
そ
の
保
年
金
保
険
料
年
額
一
0
0ボ
ン
ド
規
定
（
第
二
二
六
条
第
③
項
第
山
項
）
ー
据
置
年
金
に
対
す
る
契
約
で
は
合
計
払
込
保
険
料
険
金
の
七
％
を
超
え
て
は
租
税
の
免
除
は
な
ん
ら
与
え
ら
れ
な
い
。
（口） （イ）
こ
の
よ
う
な
制
限
は
簡
単
に
い
え
ば
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
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” 
” 
X
I
I
保
険
料
額
自
身
” 
” 
X
I
I
-
0
ボ
ン
ド
適
格
保
険
料
の
金
額
が
二
五
ポ
ン
ド
超
過
の
場
合
X
I
I
同
上
保
険
料
の
2
-
5
後
の
も
の
）
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
X
ボ
ン
ド
だ
け
減
額
さ
れ
る
。
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イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
一
設
例
（
川
元
）
免
税
は
「
特
定
振
」
(
a
p
p
r
o
p
r
i
a
t
e
rate)
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
。
「
特
定
率
」
免
税
と
は
上
述
の
“
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
税
率
の
免
税
の
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
後
述
の
第
二
二
五
条
（
寡
婦
孤
児
年
金
）
下
の
免
税
を
得
る
保
険
料
に
関
し
て
は
そ
の
他
の
制
限
（
第
ニ
―
九
条
第
③
項
•
第
③
項
）
1
個
人
年
金
契
約
の
据
置
年
金
保
険
料
は
、
約
の
も
の
は
長
い
間
、
退
職
年
金
制
度
の
下
で
払
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
何
等
の
免
税
を
も
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
一
九
五
六
年
財
産
法
の
成
立
に
よ
り
、
自
営
業
者
・
。
ハ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
。
＾
ー
ト
ナ
ー
等
の
個
人
年
金
契
約
（
ま
た
は
退
職
年
金
制
度
）
の
保
険
料
は
（
あ
る
条
件
を
充
た
す
と
き
）
免
税
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
退
職
年
金
制
度
に
お
け
る
従
業
員
掛
金
退
職
年
金
制
度
へ
の
生
命
保
険
料
免
除
の
直
接
の
適
用
は
た
だ
従
業
員
の
掛
金
に
関
し
て
の
み
行
な
わ
れ
る
。
従
業
員
退
職
年
金
制
度
が
例
え
ば
死
亡
に
際
し
て
の
一
時
金
も
与
え
る
養
老
保
険
か
ら
で
き
て
い
る
場
合
、
あ
だ
か
も
そ
れ
が
彼
自
身
の
生
命
に
つ
い
て
の
個
人
契
約
で
あ
る
か
の
如
く
に
、
従
業
員
が
自
ら
払
う
そ
の
保
険
料
に
対
し
免
税
を
受
け
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
免
税
は
あ
ら
ゆ
る
点
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
個
人
契
約
と
同
じ
制
限
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
二
七
九
条
下
に
認
可
さ
れ
た
も
の
で
な
い
従
業
員
制
度
に
お
い
て
、
死
亡
に
際
す
る
一
時
金
の
付
与
の
契
約
で
な
く
据
置
年
金
契
約
を
採
用
し
て
い
る
場
合
、
既
述
の
よ
う
な
従
業
員
退
職
年
金
制
度
下
の
据
置
年
金
保
険
料
に
対
す
る
、
免
税
特
典
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
免
税
は
個
人
保
険
契
約
に
お
け
る
と
同
様
の
制
限
に
従
い
与
え
ら
れ
る
。
据
置
年
金
契
約
に
対
し
て
は
年
保
険
料
一
0
0ボ
ン
ド
規
定
が
適
用
さ
れ
、
死
亡
に
際
し
て
一
時
金
を
与
え
る
保
険
に
対
す
る
七
彩
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。
3
 
別
の
特
定
率
が
用
い
ら
れ
る
。
一
九
一
六
年
六
月
二
二
日
後
契
352 
さ
れ
る
。
そ
し
て
勤
労
所
得
控
除
は
一
五
0
0ポ
ン
ド
に
つ
い
て
で
な
く
、
一
三
八
0
ポ
ン
ド
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
る
。
そ
れ
で
第
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
上
認
可
で
な
い
も
の
）
一
九
一
六
年
六
月
後
に
お
い
て
据
置
年
金
に
基
づ
く
退
職
年
金
制
度
（
た
だ
し
第
三
七
九
条
下
に
加
入
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
一
年
に
つ
き
―
二
0
ボ
ソ
ド
の
同
年
金
保
険
料
を
払
い
、
ま
た
彼
自
身
の
生
命
へ
の
保
険
金
二
五
0
0ボ
ン
ド
の
養
老
保
険
契
約
に
対
し
、
年
保
険
料
二
0
0ボ
ン
ド
を
払
込
む
も
の
と
す
れ
ば
、
所
得
税
免
除
は
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
退
職
年
金
制
度
に
お
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
0
0ボ
ン
ド
三
二
0
ボ
ン
ド
い
ま
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
少
な
く
と
も
所
得
一
0
0ポ
ン
ド
に
つ
い
て
標
準
率
で
の
課
税
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
事
情
下
で
従
業
員
に
与
え
ら
れ
る
免
税
は
上
記
の
二
五
0
ボ
ン
ド
の
2
-
5
、
す
な
わ
ち
―
0
0ボ
ン
ド
に
つ
い
て
の
標
準
率
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
本
条
の
適
用
に
際
し
て
は
、
第
三
七
九
条
下
認
可
の
制
度
に
行
な
わ
れ
る
も
の
と
異
な
り
、
従
業
員
掛
金
の
租
税
の
免
除
を
行
な
う
前
に
、
勤
労
所
得
控
除
(earned
i
n
c
o
m
e
 allowance) 
例
に
お
け
る
年
―
二
0
ボ
ン
ド
の
掛
金
が
第
三
七
九
条
制
度
の
も
の
と
し
た
場
合
、
七
九
条
下
制
度
の
場
合
勤
労
所
得
控
除
の
金
額
は
よ
り
小
さ
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
掛
金
に
完
全
免
税
率
が
与
え
ら
さ
ら
に
合
計
養
老
保
険
な
い
も
の
と
す
る
）
の
一
従
業
員
が
、
” ” ” 
” ” ” 
1
0
0ボ
ン
ド
に
制
限
さ
れ
る
。
い
ま
一
例
に
よ
っ
て
こ
れ
等
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
説
明
す
る
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
年
所
得
一
五
0
0ボ
ン
ド
―
二
0
ポ
ン
ド
一
七
五
ボ
ン
ド
二
七
五
ボ
ン
ド
二
五
0
ポ
ン
ド
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
（
川
元
）
（
所
得
の
1
-
6
規
定
適
用
）
ま
ず
課
税
所
得
は
減
少
し
て
一
三
八
〇
ボ
ン
ド
と
四
（
他
に
所
得
が
3.53 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
ド
。
五
0
0ボ
ン
ド
・
六
五
0
ボ
ン
ド
。
八
0
0ポ
ン
ド
お
よ
び
二
五
0
0ボ
ン
ド
が
仮
定
さ
れ
た
。
次
表
は
契
約
時
の
課
税
水
準
の
数
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
た
だ
し
標
準
税
率
は
一
ボ
ン
ド
に
つ
き
七
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
で
あ
る
が
、
ー
ス
と
も
、
契
約
者
が
既
婚
者
で
あ
り
、
第
ニ
―
九
条
下
で
は
従
業
員
掛
金
は
生
命
保
険
料
と
し
て
の
所
得
税
免
税
を
受
け
る
が
、
脱
退
に
際
す
る
掛
金
の
返
還
、
ま
た
は
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
払
わ
れ
る
一
時
金
は
全
く
課
税
を
免
か
れ
る
。
第
三
七
九
条
下
で
は
従
業
員
の
掛
金
は
、
勤
労
所
得
控
除
の
計
算
前
に
、
課
税
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
し
か
し
離
職
に
際
し
て
は
返
還
金
額
に
対
し
て
標
準
率
の
1
-
4
で
課
税
さ
れ
る
。
ー
ボ
ン
ド
に
つ
き
七
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
の
標
準
率
の
場
合
、
こ
れ
は
受
託
者
が
源
泉
で
課
税
す
る
と
き
に
は
、
手
取
金
に
課
税
さ
れ
る
の
で
、
元
の
金
③
 
額
に
対
し
て
は
一
ボ
ン
ド
に
つ
き
一
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
で
課
税
さ
れ
る
。
こ
れ
は
従
業
員
が
そ
の
掛
金
に
免
税
を
受
け
て
い
よ
う
が
、
受
け
て
い
ま
い
が
、
そ
の
よ
う
に
課
税
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
給
料
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
の
免
税
額
を
比
較
す
る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
3
こ
の
比
較
の
た
め
に
六
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
各
ケ
5
 
（
川
元
）
五
一
七
五
ポ
ン
ド
は
課
税
所
れ
る
。
第
三
七
九
条
下
認
可
の
退
職
年
金
基
金
が
存
在
し
て
も
そ
れ
に
払
込
ま
れ
た
掛
金
は
、
第
ニ
―
九
条
下
で
個
人
保
険
に
関
し
て
個
人
が
要
求
し
得
る
免
税
に
は
、
何
の
影
響
を
も
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
上
例
の
個
人
養
老
保
険
契
約
に
お
い
て
払
わ
れ
た
二
0
0
ボ
ン
ド
の
適
格
保
険
料
は
、
七
彩
規
定
に
よ
っ
て
一
七
五
ボ
ン
ド
に
制
限
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
第
一
二
七
九
条
下
認
可
の
退
職
年
金
基
金
へ
の
掛
金
は
、
そ
れ
に
加
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
一
七
五
ボ
ン
ド
に
対
す
る
免
税
は
、
得
額
ー
現
在
一
三
八
〇
ボ
ン
ド
に
減
少
さ
れ
て
い
る
ー
の
1
-
6
の
制
限
内
に
あ
る
の
で
、
制
限
な
し
に
「
特
定
率
」
免
税
を
受
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
ニ
―
九
条
と
第
三
七
九
条
と
の
適
用
上
の
比
較
―
一
オ
i
一
五
才
間
の
一
子
女
が
あ
る
も
の
と
仮
定
し
た
。
そ
し
て
給
与
に
は
三
五
0
ボ
ン
ま
ず
六
0
ボ
ン
ド
に
は
354 
よ
り
有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
際
掛
率
条
，
 
ー
に
き
税
”
勾
即
＿
が
還
す
条
―
，
 
7
 
者
返
課
託
て
に
3
受
し
金
第
て
工
翌
＊
し
条
掛
£
は
上
っ
19
年
た
以
t
2
ま
れ
こ
金
10
そ
ド
第
掛
£
は
満
ソボ
額
1
税
刻
年
た
未
一
金
免
793
 
第
掛
のー
に
払
べ
税
額
ド
て
る
高
得
ン
い
れ
最
所
ボ
つ
わ
き
率
与
卿
給
件
第2表 種々なるケースにおける所得増加に伴う免税率
£ s. d. s. d. s. d. s.―d. ―s. d. s. d. 
350 1 9 
500 1 4 1 4 1 9 8 1 9 
650 3 4 34 4 3 1 8 1 9 
800 4 10 410 6 3 2 6 1 9 
1,000 6 
゜
6 0 7 9 3 1 1 9 
2,500 8 
゜
8 0 7 9 3 1 1 9 
＊年10ボソドと25ボソドとの間の掛金では免税率はこの中
間である。
Hosking: ibid., p.179 
1
-
9
で
あ
る
）
。
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
結
果
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
彼
は
退
職
年
金
制
度
の
掛
金
に
は
何
等
の
免
税
を
も
受
け
な
い
ボ
ン
ド
に
対
す
る
と
同
じ
免
税
し
か
う
け
得
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
る
。
し
か
し
同
条
に
よ
れ
ば
二
五
ポ
ン
ド
に
対
し
て
は
保
険
料
一
〇
込
ん
で
い
る
も
の
と
す
る
。
免
税
と
な
る
合
計
掛
金
は
二
五
ボ
ン
ド
と
あ
り
、
第
ニ
―
九
条
下
の
免
税
を
う
け
る
年
一
五
ボ
ン
ド
の
掛
金
を
払
て
い
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
彼
は
あ
る
退
職
年
金
制
度
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
従
業
員
が
免
税
と
な
る
生
命
保
険
料
と
し
て
一
0
ボ
ン
ド
払
っ
上
表
に
示
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
低
率
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
ニ
―
九
条
下
の
退
職
年
金
制
度
へ
の
掛
金
に
与
え
ら
れ
る
免
税
は
、
一
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
、
次
の
一
五
0
ボ
ン
ド
に
は
四
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
、
ま
た
次
の
一
五
0
ボ
ン
ド
に
は
六
シ
リ
ン
グ
―
―
―
ペ
ン
ス
、
ま
た
勤
労
所
得
控
除
金
は
四
0
0五
ボ
ン
ド
ま
で
の
所
得
に
つ
い
て
は
2
-
9
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
五
九
四
0
ポ
ン
ド
ま
で
に
つ
い
て
は
こ
の
表
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
従
業
員
が
割
合
に
低
給
与
で
あ
り
、
ま
た
高
離
職
率
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
ニ
―
九
条
に
よ
る
方
が
第
2
表
は
他
に
第
ニ
―
九
条
下
に
免
税
を
受
サ
る
よ
う
な
掛
金
の
払
込
が
な
い
場
合
で
あ
る
が
、
他
に
そ
の
よ
う
な
払
込
の
あ
る
と
き
に
は
、
（
川
元
）
＇ ノ‘
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こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
現
金
の
免
除
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
課
税
所
得
額
の
調
整
が
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
注
(
1
)
H
o
s
k
i
n
g
:
ibid., 
pp. 1
7
5
~
1
8
0
 
(
2
)
一
九
五
六
年
財
政
法
第
二
二
条
•
第
二
三
条
に
よ
る
自
営
業
者
・
退
職
年
金
制
度
非
加
入
被
用
者
に
よ
る
個
人
契
約
は
所
得
税
の
特
典
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
保
険
料
は
qualifying
p
r
e
m
i
u
m
と
称
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
文
に
あ
る
よ
う
な
allowable
p
r
e
m
i
u
m
の
「
適
格
保
険
料
」
と
い
う
訳
語
に
対
し
て
「
有
資
格
保
険
料
」
と
訳
し
た
。
（
六
に
詳
述
）
。
こ
の
手
取
に
関
連
し
た
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
既
述
の
二
7
に
説
明
が
あ
る
。
c
総
所
得
が
二
0
0
0ポ
ン
ド
を
超
え
る
場
合
に
は
標
準
税
率
(b） (a) 
七
九
条
下
の
免
税
は
行
な
わ
れ
な
い
。
6
 
寡
婦
孤
児
基
金
（
強
制
的
）
（
w
i
d
o
w
s
'
a
n
d
o
r
p
h
a
n
s
'
f
u
n
d
s
)
 
あ
る
個
人
が
勤
務
の
条
件
と
し
て
寡
婦
年
金
基
金
ま
た
は
寡
婦
お
よ
び
孤
児
へ
の
給
付
を
与
え
る
基
金
に
掛
金
を
払
込
む
場
合
、
第
ニ
ニ
五
条
第
山
項
の
下
に
免
税
が
与
え
ら
れ
る
。
加
入
が
強
制
的
で
あ
る
醸
出
制
基
金
は
同
条
下
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
強
憫
的
で
な
い
基
金
に
は
同
条
は
適
用
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
第
二
二
五
条
下
で
の
免
税
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
に
は
、
第
三
強
制
的
寡
婦
制
度
下
の
免
税
は
次
の
「
特
定
率
」
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
上
述
の
制
限
の
如
何
な
る
も
の
も
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
場
合
の
「
特
定
率
」
は
第
二
二
五
条
第
③
項
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
総
所
得
が
一
0
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
な
い
場
合
に
は
標
準
税
率
の
1
-
2
総
所
得
が
一
0
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
、
二
0
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
な
い
場
合
に
は
標
準
税
率
の
3
-
4
七
356 
し
そ
の
効
果
は
同
様
で
あ
る
。
(
R
e
g
u
l
a
t
i
o
n
に
よ
る
）
標
準
税
率
の
1
-
4
2
 
あ
り
、
そ
の
制
度
が
内
国
歳
入
当
局
に
よ
り
妥
当
な
も
の
(reasonable)
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
川
元
）
①
 
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
八
六
条
ー
第
三
九
一
条
（
一
九
四
七
年
財
政
法
第
一
九
条
ー
第
二
三
条
）
R
 
本
節
に
お
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
な
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
七
九
条
下
認
可
の
制
度
以
外
の
も
の
に
関
し
て
述
べ
て
み
た
い
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
大
部
分
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
八
六
条
ー
第
三
九
一
条
の
範
囲
内
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
属
主
掛
金
第
三
七
九
条
下
認
可
の
基
金
以
外
の
制
度
へ
の
一
屑
主
掛
金
も
免
税
と
な
る
が
、
そ
の
根
拠
は
そ
の
雇
主
掛
金
が
事
業
の
必
要
経
費
で
あ
る
退
職
年
金
制
度
に
お
い
て
雇
主
が
そ
の
掛
金
に
よ
り
購
入
の
給
付
が
、
従
業
員
ま
た
は
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
払
込
ま
れ
た
保
険
料
ま
た
は
掛
金
は
本
来
、
従
業
員
の
給
与
の
真
の
一
部
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
金
額
は
所
得
税
課
税
上
S
c
h
e
d
u
l
e
 E
の
所
得
に
加
え
ら
れ
、
従
業
員
は
こ
れ
に
課
税
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
、
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
、
そ
の
と
き
受
け
る
権
利
の
あ
る
免
税
は
す
べ
て
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
八
六
条
は
、
属
主
の
掛
金
を
従
業
員
の
所
得
と
し
て
取
扱
う
効
果
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
上
記
の
点
に
つ
い
て
重
大
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。
雇
主
お
よ
び
従
業
員
へ
の
返
還
金
従
業
員
が
勤
務
の
途
中
で
去
る
と
き
、
雇
主
に
与
え
ら
れ
る
返
還
金
は
、
課
税
上
こ
れ
を
受
取
っ
た
年
度
に
お
け
る
雇
主
の
所
得
と
な
る
。
普
通
返
還
金
は
現
金
で
は
与
え
ら
れ
ず
、
そ
の
と
き
払
込
期
日
の
来
て
い
る
掛
金
に
対
す
る
相
殺
の
形
で
与
え
ら
れ
る
。
し
か
離
職
す
る
従
業
員
へ
の
返
還
金
に
は
、
第
三
七
九
条
下
認
可
の
制
度
に
適
用
さ
れ
る
ー
四
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
八
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九
の
課
税
（
も
ち
ろ
ん
完
全
税
率
の
も
の
も
）
は
行
わ
れ
な
い
。
も
し
も
脱
退
給
付
が
利
息
付
従
業
員
掛
金
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
超
過
分
の
3
-
4
は
非
一
時
金
の
、
且
つ
非
譲
渡
の
据
置
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
給
の
給
付
第
ニ
―
九
条
の
規
定
内
に
来
る
と
こ
ろ
の
給
付
に
関
す
る
事
柄
は
、
そ
の
性
質
に
左
右
さ
れ
る
。
も
し
も
給
付
が
普
通
の
据
置
年
金
制
度
下
に
あ
る
よ
う
な
年
金
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
等
の
支
給
年
金
は
受
取
人
の
手
に
あ
る
と
き
、
勤
労
所
得
と
し
て
普
通
の
方
法
に
お
い
て
課
税
さ
れ
る
。
も
し
制
度
が
退
職
に
際
し
一
時
金
を
与
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
課
税
さ
れ
な
い
。
し
か
し
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
如
何
な
る
部
分
も
通
常
、
勤
務
所
得
と
し
て
課
税
さ
れ
る
。
課
税
さ
れ
な
い
。
し
か
し
寡
婦
ま
た
は
被
扶
養
者
年
金
は
勤
労
所
得
と
し
て
、
受
取
人
が
受
取
っ
た
際
課
税
さ
れ
る
。
一
九
四
七
年
立
法
所
得
税
お
よ
び
付
加
税
(surtax)
の
税
率
増
加
は
単
に
税
金
節
約
の
た
め
の
み
の
、
年
金
制
度
設
立
へ
と
導
い
た
。
そ
し
て
そ
の
濫
用
の
増
加
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
の
規
定
が
一
九
四
七
年
財
政
法
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
一
九
四
七
年
財
政
法
の
第
一
九
条
i
第
二
三
条
（
現
在
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
八
六
条
ー
第
三
九
一
条
）
上
に
触
れ
た
濫
用
に
つ
い
て
は
特
に
二
点
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。
そ
の
―
つ
は
、
制
度
へ
の
雇
主
掛
金
は
、
雇
主
の
利
益
金
に
対
し
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
ま
た
一
っ
は
、
多
額
の
年
金
（
し
ば
し
ば
一
時
金
）
を
雇
主
へ
の
僅
か
な
短
期
勤
務
後
の
取
締
役
ま
た
は
特
別
上
級
の
従
業
員
に
対
し
、
支
給
す
る
傾
向
の
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
4
 
3
 
の
規
定
で
あ
る
。
た
だ
偶
然
性
あ
る
給
付
の
み
を
従
業
員
に
与
え
る
こ
れ
等
の
条
文
の
で
き
る
前
に
は
麗
主
掛
金
は
、
醸
出
制
。
無
醸
出
制
を
と
わ
ず
、
退
職
年
金
制
度
の
媒
体
を
通
じ
、
従
業
員
に
無
一
時
金
ま
た
は
死
亡
の
際
支
払
わ
れ
る
保
険
料
の
返
還
金
は
358 
が
さ
れ
ま
い
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
会
社
の
支
払
っ
た
金
額
は
5
 
の
損
失
は
大
き
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
税
の
給
付
を
与
え
る
よ
う
に
一
連
の
事
柄
を
取
扱
っ
て
い
る
。
同
条
第
山
項
は
麗
主
の
行
な
っ
（
こ
の
湯
合
そ
の
給
付
は
雇
主
の
課
税
さ
れ
な
い
所
得
か
ら
与
え
ら
れ
る
）
取
計
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
当
局
は
如
何
な
る
手
段
に
も
訴
え
る
根
拠
を
持
た
な
か
っ
た
。
短
期
の
勤
務
に
お
い
て
さ
え
、
会
社
の
全
給
与
に
占
め
る
年
金
額
の
割
合
の
顕
著
な
場
合
が
事
実
上
み
ら
れ
た
の
で
、
非
難
の
声
が
上
っ
た
。
現
在
の
よ
う
な
高
率
累
進
税
率
の
下
で
は
歳
入
第
三
八
六
条
ー
第
三
九
一
条
の
適
用
⑧
 
第
三
八
六
条
ー
第
三
九
一
条
の
規
定
は
複
雑
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
適
用
に
際
す
る
一
般
的
原
則
は
、
ま
ず
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
こ
の
範
囲
に
持
ち
込
み
、
そ
の
後
特
定
的
に
差
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
、
こ
れ
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
三
八
六
条
第
山
項
の
最
重
要
部
分
を
引
用
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
そ
の
時
の
従
業
員
に
対
し
退
職
年
金
を
与
え
④
 
る
た
め
に
、
あ
る
会
社
(
b
o
d
y
corporate)
が
あ
る
金
額
を
支
払
う
と
き
、
そ
の
給
付
金
の
支
給
が
偶
然
的
事
件
に
左
右
さ
れ
よ
う
（
あ
る
例
外
は
あ
る
が
）
、
S
c
h
e
d
u
l
e
E
の
下
に
課
税
さ
れ
る
従
業
員
の
所
得
と
み
な
さ
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
従
業
員
が
麗
主
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
た
金
額
に
、
税
金
を
払
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
て
も
、
支
給
の
給
付
が
年
金
の
形
で
あ
る
場
合
、
従
業
員
が
こ
れ
に
税
金
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
は
依
然
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
払
込
金
(notional
a
n
n
u
a
l
 p
a
y
m
e
n
t
s
)
 
第
三
八
六
条
第
②
項
は
同
様
の
、
し
か
し
本
質
的
に
は
別
個
の
、
た
払
込
金
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
第
三
八
六
条
第
図
項
は
何
等
現
実
の
払
込
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
観
念
的
年
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
後
者
の
場
合
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
取
定
め
の
下
に
お
い
て
退
職
年
金
が
、
将
来
の
あ
る
時
日
に
従
業
員
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
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に
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同
条
第
図
項
は
第
山
項
の
適
用
に
相
似
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
適
用
に
際
し
て
ほ
、
上
の
金
額
に
よ
っ
て
既
に
確
定
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
際
に
は
ま
ず
、
も
し
も
取
定
め
に
よ
り
私
的
に
年
金
を
与
え
る
代
り
に
、
雇
主
が
第
三
者
と
の
契
約
の
下
に
年
金
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
場
合
、
雇
主
が
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
払
込
金
額
を
、
測
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
測
定
さ
れ
た
払
込
額
に
つ
い
て
は
、
あ
た
か
も
実
際
上
の
払
込
が
第
三
八
六
条
第
山
項
の
下
に
行
な
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
従
業
員
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
そ
の
支
給
の
年
金
額
は
課
税
さ
第
三
八
六
条
の
規
定
は
す
こ
ぶ
る
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
二
つ
の
点
が
特
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
三
八
六
条
は
他
の
五
カ
条
と
と
も
に
会
社
の
払
込
金
に
つ
い
て
の
み
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
会
社
」
に
つ
い
て
の
定
義
は
、
広
く
第
三
九
一
条
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
非
会
社
の
組
合
(
u
n
i
n
c
o
r
p
o
r
a
t
e
d
societies)
や
そ
の
他
の
団
体
を
含
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
個
人
は
含
ん
で
い
な
い
。
る
が
、
こ
の
用
語
は
第
三
八
九
条
第
山
項
に
よ
っ
て
す
こ
ぶ
る
広
く
定
義
さ
れ
、
会
社
の
一
人
ま
た
は
よ
り
以
上
の
取
締
役
ま
た
は
従
業
員
に
、
何
等
か
の
退
職
年
金
そ
の
他
の
給
付
を
与
え
る
制
度
ま
た
は
取
定
め
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
退
職
そ
の
他
の
給
付
」
と
い
う
語
は
引
続
い
て
、
可
能
な
だ
け
広
く
定
義
さ
れ
（
第
三
九
0
条
第
山
項
）
、
退
職
時
ま
た
は
そ
の
他
の
時
に
起
こ
る
あ
ら
ゆ
る
給
付
第
三
八
七
条
第
山
項
お
よ
び
第
②
項
は
第
三
八
六
条
へ
の
例
外
の
ケ
ー
ス
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
等
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
第
三
八
6
第
三
八
六
条
適
用
へ
の
例
外
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
（
社
）
法
律
で
は
た
だ
「
退
職
年
金
制
度
」
(
r
e
t
i
r
e
m
e
n
t
 benefits 
s
c
h
e
m
e
)
 
(
．
1
)
 
れ
る
。
と
称
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
述
べ
て
い
「
払
込
金
」
は
雇
主
に
よ
っ
て
払
わ
れ
た
実
際
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7
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
海
外
の
従
業
員
、
す
な
わ
ち
英
国
外
で
一
胆
わ
れ
、
S
c
h
e
d
u
s
e
E
の
下
に
課
税
さ
れ
な
い
従
業
員
（
第
三
八
七
条
第
山
項
）
例
外
⑥
お
よ
び
＠
は
特
別
説
明
の
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
三
七
九
条
下
認
可
の
制
度
は
明
ら
か
に
充
分
に
規
制
さ
れ
て
い
る
。
海
外
で
雇
わ
れ
、
英
国
の
所
得
税
を
如
何
な
る
場
合
に
も
課
せ
ら
れ
な
い
従
業
員
は
、
退
職
年
金
の
支
給
に
際
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
他
の
例
外
に
つ
い
て
は
若
干
、
こ
の
制
度
で
は
雇
主
掛
金
が
事
業
費
と
み
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
従
業
員
の
所
得
と
ほ
み
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
給
与
が
一
年
二
0
0
0ボ
ン
ド
以
下
の
人
々
に
関
す
る
退
職
給
付
制
度
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
三
九
0
条
第
山
項
）
。
ま
た
会
社
は
一
(e) 八
七
条
第
図
項
⑮
お
よ
び
第
山
項
c
)
(cl) c
第
三
八
八
条
下
の
内
国
歳
入
当
局
認
可
の
制
度
そ
の
他
の
同
様
制
度
（
第
三
九
0
条
第
山
項
）
(b） 
六
条
の
規
定
は
こ
の
よ
う
な
例
外
的
場
合
に
、
従
業
員
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
雇
主
の
払
込
金
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
課
税
さ
れ
な
い
も
第
三
七
九
条
下
認
可
の
制
度
ま
た
は
公
務
員
退
職
年
金
制
度
(
s
t
a
t
u
t
o
r
y
s
u
p
e
r
a
n
n
u
a
t
i
o
n
 s
c
h
e
m
e
)
 
(
第
三
九
0
条
第
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
(
e
x
c
e
p
t
e
d
p
r
o
v
i
d
e
n
t
 f
u
n
d
)
 
ま
た
は
従
業
員
保
険
制
度
(
s
t
a
f
f
a
s
s
u
r
a
n
c
e
 s
c
h
e
m
e
)
 
一
九
四
四
年
四
月
六
日
前
に
実
施
さ
れ
て
い
た
制
度
ま
た
は
一
九
四
七
年
四
月
六
日
前
の
若
干
の
場
合
に
お
け
る
制
度
（
第
三
田
項
）
(a) 第
三
八
六
条
へ
の
例
外
と
い
う
の
は
、
の
と
な
っ
て
い
る
。
よ
り
以
上
の
説
明
を
必
要
と
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
（
川
元
）
し
か
し
そ
の
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(C) 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
a
n
n
u
a
t
i
o
n
 s
c
h
e
m
e
s
)
 
（
川
元
）
そ
の
制
度
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
年
金
と
一
時
金
給
付
と
の
間
の
割
合
は
、
公
務
員
退
職
年
金
制
度
(statutory
s
u
p
e
r
-
R
 
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
給
付
の
間
の
割
合
と
、
合
理
的
に
同
程
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
⑮
給
付
の
性
質
は
制
度
の
関
係
あ
る
あ
ら
ゆ
る
人
に
関
し
て
同
一
で
あ
る
こ
と
。
(a) 
(2) (1) 
な
い
こ
と
。
い
る
。 8
 
っ
て
い
る
。
こ
れ
等
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
そ
の
退
職
給
付
制
度
へ
の
、
同
一
従
業
員
に
対
す
る
雇
主
払
込
の
あ
ら
ゆ
る
金
額
が
考
慮
⑥
⑥
 
さ
れ
る
。
上
記
の
事
柄
は
、
雇
主
が
あ
ま
り
高
給
で
な
い
従
業
員
に
対
し
給
与
の
一
0
%
（
最
高
一
0
0ボ
ン
ド
）
の
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
退
職
給
付
制
度
は
、
ほ
と
ん
ど
み
な
当
局
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
場
合
そ
の
給
付
が
み
な
無
税
の
一
時
金
の
形
態
を
と
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
⑦
 
第
三
八
八
条
下
認
可
の
制
度
第
三
八
八
条
に
よ
れ
ば
当
局
は
、
あ
る
退
職
年
金
制
度
が
次
の
諸
事
項
に
該
当
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
認
可
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
そ
の
制
度
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
主
要
給
付
が
終
身
間
の
年
金
で
な
い
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
主
要
給
付
が
、
終
身
間
の
年
金
で
あ
っ
て
も
、
同
制
度
が
次
の
諸
条
件
の
一
以
上
を
充
た
し
て
い
そ
の
給
付
は
あ
る
特
定
年
齢
に
お
け
る
退
職
に
際
し
て
の
み
支
給
さ
れ
、
ま
た
は
療
疾
・
死
亡
に
よ
り
よ
り
早
期
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
。
年
に
つ
き
従
業
員
の
給
与
の
一
〇
グ
冬
こ
た
は
一
0
0ボ
ン
ド
（
少
な
い
方
）
を
超
え
て
は
、
従
業
員
に
対
し
醸
出
し
得
な
い
こ
と
に
な
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と
を
、
当
局
は
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
与
え
ら
れ
る
給
付
の
総
計
は
、
同
様
の
状
況
下
に
あ
る
公
務
員
退
職
年
金
制
度
に
よ
り
普
通
与
え
ら
れ
る
⑨
 
給
付
の
総
計
と
、
合
理
的
に
同
程
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
支
配
支
締
役
で
あ
る
間
に
従
業
員
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
勤
務
は
、
同
制
度
の
如
何
な
る
目
的
に
対
し
て
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
さ
ら
に
当
局
が
、
あ
る
制
度
が
上
記
の
⑱
！
S
の
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
充
た
さ
な
い
と
き
で
も
、
も
し
そ
れ
を
適
当
と
考
え
る
な
ら
ば
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
当
局
に
与
え
ら
れ
て
い
る
自
由
裁
量
は
す
こ
ぶ
る
広
範
な
も
の
で
あ
る
が
、
り
と
考
え
な
い
制
度
は
、
認
可
を
う
け
る
チ
ャ
ン
ス
は
全
然
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
制
度
の
主
要
給
付
が
終
身
年
金
で
な
い
と
き
に
は
、
当
局
は
そ
れ
を
認
可
す
る
如
何
な
る
力
を
も
持
た
な
い
。
判
断
の
基
準
と
し
て
当
局
が
と
っ
て
い
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
退
職
給
付
の
3
-
4
が
年
金
の
形
を
と
る
と
き
、
主
要
給
付
は
終
身
年
金
と
さ
も
し
も
勤
務
中
の
死
亡
に
際
す
る
給
付
が
五
0
0
0ポ
ン
ド
を
超
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
局
は
次
の
場
合
に
ほ
考
慮
の
た
め
に
申
請
す
る
よ
う
企
業
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
死
亡
給
付
が
五
0
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
、
の
勤
務
期
間
が
二
〇
カ
年
を
超
え
る
と
き
、
同
給
付
が
七
カ
年
分
の
給
与
を
超
え
る
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
こ
れ
を
個
々
に
考
慮
す
る
こ
ま
た
勤
務
期
間
が
二
〇
カ
年
よ
り
も
短
か
い
と
き
、
死
亡
給
付
が
五
0
0
0ポ
ン
ド
を
超
え
て
い
る
な
ら
ば
、
制
度
が
次
の
よ
う
な
認
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
但
書
が
存
在
し
て
い
る
。
な
い
こ
と
。
(f) ＠
年
金
は
全
部
と
一
部
と
を
間
わ
ず
譲
渡
し
得
な
い
こ
と
。
(d) 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
（
川
元
）
し
か
し
彼
等
が
合
理
的
な
一
四
且
つ
退
職
年
齢
ま
で
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な
い
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
（
川
元
）
（
ま
た
は
著
し
く
限
定
さ
れ
て
い
な
い
）
こ
と
を
要
す
る
一
五
状
態
下
に
あ
る
場
合
、
当
局
は
考
慮
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
自
営
業
者
ま
た
は
支
配
取
締
役
で
あ
る
と
き
、
ま
た
は
前
の
制
度
か
ら
掛
金
の
返
還
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
は
こ
の
よ
う
な
制
度
か
ら
死
亡
給
付
を
受
け
う
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
非
常
勤
と
な
っ
て
い
る
と
き
、
給
付
が
退
職
年
齢
ま
で
の
勤
務
各
一
年
に
つ
き
（
支
配
取
締
役
と
し
て
の
勤
務
を
除
く
）
給
与
の
7-40
を
超
え
る
場
合
は
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
条
件
⑪
の
下
で
当
局
は
二
〇
カ
年
以
上
の
勤
務
に
対
し
て
、
給
与
の
2
-
3
を
超
え
る
年
金
額
の
退
職
給
付
を
与
え
る
制
度
は
認
可
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
よ
り
短
か
い
期
間
に
対
し
て
の
退
職
給
付
は
、
勤
務
各
一
年
に
対
し
最
終
給
与
の
1
-
6
の
年
金
額
に
制
限
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
よ
り
多
く
の
年
金
額
が
第
三
七
九
条
下
に
お
け
る
と
同
様
の
線
で
許
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
れ
は
留
意
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
（
二
を
参
照
さ
第
三
八
八
条
第
②
項
の
下
で
当
局
は
文
書
に
よ
り
何
時
で
も
、
そ
の
理
由
を
特
記
し
て
そ
の
許
可
の
取
消
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
四
四
年
四
月
六
日
と
一
九
四
七
年
四
月
六
日
で
あ
る
。
も
し
も
制
度
が
一
九
四
四
年
四
月
六
日
前
に
実
施
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
主
要
給
付
が
終
身
年
金
で
あ
る
場
合
、
上
記
の
規
定
か
ら
完
全
に
除
外
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
よ
り
も
後
に
実
施
さ
れ
た
制
度
は
、
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
九
四
七
年
四
月
六
日
前
の
制
度
で
終
身
保
険
・
養
老
保
険
ま
た
は
終
身
年
金
契
約
（
生
保
会
社
と
契
約
の
も
の
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
制
度
は
こ
の
規
⑩
 
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
取
締
役
お
よ
び
一
カ
年
二
0
0
0ポ
ン
ド
超
の
給
与
を
受
け
て
い
る
人
々
に
限
定
さ
れ
て
い
こ
の
点
に
関
し
て
重
要
な
二
つ
の
時
点
が
あ
る
。
9
旧
制
度
れ
た
い
）
。
（
第
三
八
七
条
）
。
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13
取
締
役
・
支
配
取
締
役
(controlling
director) 
12 第
三
八
九
条
に
は
退
職
年
金
制
度
の
定
義
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
意
味
の
規
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
会
社
が
そ
の
従
業
員
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
同
制
度
す
べ
て
は
、
第
三
八
八
条
の
目
的
に
対
し
て
、
た
だ
―
つ
の
制
度
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
ま
た
そ
れ
等
の
制
度
を
―
つ
の
制
度
と
し
て
み
て
、
そ
れ
等
が
一
般
的
に
同
条
下
の
認
可
に
必
要
な
諸
条
件
と
一
致
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
等
の
制
度
す
べ
て
が
同
条
規
定
と
合
致
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
制
度
の
変
更
し
か
も
も
し
も
一
緒
に
し
て
一
致
し
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
ど
れ
も
が
一
致
し
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
も
し
も
当
局
が
そ
れ
を
適
当
と
す
る
な
ら
ば
一
部
分
の
制
度
を
認
可
し
、
そ
の
部
分
だ
け
を
第
三
八
六
条
の
適
用
か
ら
除
外
し
う
る
最
第
三
九
0
条
第
②
項
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
制
度
に
な
ん
等
か
の
変
更
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
変
更
が
当
局
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
制
度
は
全
く
の
新
規
制
度
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
細
則
は
上
記
の
時
点
前
に
実
施
さ
れ
た
制
度
に
関
し
て
、
す
こ
ぶ
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
等
の
制
度
は
そ
れ
等
の
も
の
が
そ
の
後
変
更
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、
自
動
的
に
第
三
八
六
条
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
内
国
歳
入
当
局
へ
の
報
告
書
第
三
九
0
条
第
固
項
に
よ
れ
ば
会
社
は
内
国
歳
入
当
局
が
要
求
す
る
あ
ら
ゆ
る
報
告
書
を
こ
れ
に
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
期
限
が
つ
い
て
い
る
。
11 
終
的
自
由
裁
量
が
当
局
に
存
在
し
て
い
る
。
10
数
制
度
の
総
合
(
A
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n
o
f
 s
c
h
e
m
e
s
)
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(a) 
は
合
理
的
で
あ
り
、
に）
且
つ
明
文
を
も
っ
て
是
認
さ
れ
て
い
る
。
（
川
元
）
「
取
締
役
」
と
い
う
語
は
、
第
三
八
六
条
ー
第
三
九
一
条
に
て
「
支
配
取
締
役
」
と
い
う
語
の
用
い
ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
は
、
「
従
業
員
」
と
い
う
語
と
一
緒
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
支
配
取
締
役
と
は
、
取
締
役
会
に
よ
り
所
持
さ
れ
て
い
る
同
会
社
の
普
通
株
が
、
そ
の
資
本
金
の
五
0
形
超
を
占
め
て
い
る
場
合
、
そ
の
五
彩
を
超
え
る
も
の
を
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
所
有
（
ま
た
は
支
配
）
し
て
い
る
取
締
役
で
あ
る
。
支
配
取
締
役
は
第
三
八
八
条
第
山
項
下
に
認
可
の
制
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
給
付
か
ら
除
外
さ
れ
る
旨
明
記
さ
れ
て
一
方
に
お
い
て
支
配
取
締
役
で
な
い
取
締
役
は
、
同
制
度
に
加
入
で
き
る
が
、
用
者
(non,pensionable
office 
or e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)
 
し
か
し
同
制
度
の
目
的
の
た
め
に
は
取
締
役
報
酬
を
除
く
こ
と
が
、
当
局
に
よ
り
習
慣
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
常
勤
の
取
締
役
ほ
こ
の
よ
う
に
し
て
取
締
役
報
酬
を
除
い
た
給
与
に
関
し
て
の
み
制
度
の
加
入
者
と
な
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
制
度
へ
の
加
入
者
か
ら
取
締
役
報
酬
を
除
く
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
に
次
の
よ
う
な
事
柄
が
論
理
的
と
思
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
取
締
役
報
酬
は
退
職
年
金
制
度
へ
の
非
加
入
役
職
ま
た
は
非
加
入
被
の
所
得
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
、
従
っ
て
そ
れ
等
に
関
し
て
は
、
「
有
資
格
保
険
料
」
(qualifying
p
r
e
m
i
u
m
s
)
を
払
う
と
こ
ろ
の
退
職
年
金
（
後
述
六
参
照
）
が
契
約
可
能
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
例
外
と
な
る
特
徴
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
見
解
は
当
局
に
受
け
入
ら
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
取
締
役
ま
た
は
従
業
員
へ
の
所
得
に
、
第
三
八
六
条
が
適
用
さ
れ
る
と
き
、
ど
ん
な
金
額
で
も
加
算
さ
れ
る
の
で
、
所
得
増
加
の
行
な
わ
れ
る
場
合
、
税
額
が
著
増
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
下
に
お
い
て
取
締
役
ま
た
は
従
業
員
へ
の
次
の
二
つ
の
免
税
生
保
会
社
契
約
下
に
雇
主
が
払
込
む
保
険
料
に
関
す
る
免
税
は
、
そ
の
払
込
が
当
該
従
業
員
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
か
の
如
く
、
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
一
七
14
第
三
八
六
条
適
用
の
際
の
取
締
役
お
よ
び
従
業
員
へ
の
免
税
い
る
。
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設
例
山
ら
か
に
す
る
一
助
に
も
と
、
次
に
い
く
つ
か
の
例
を
掲
げ
よ
う
。
15
第
三
八
六
条
ー
第
三
九
一
条
適
用
の
若
干
の
設
例
こ
れ
を
そ
の
従
業
員
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
第
三
八
六
条
の
た
め
、
従
業
員
が
そ
れ
等
払
込
金
に
関
し
て
課
税
さ
第
三
八
六
条
の
適
用
で
課
税
を
受
け
、
そ
の
後
何
の
給
付
も
（
普
通
離
職
の
た
め
で
あ
る
が
）
受
け
得
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
第
三
八
七
条
第
③
項
は
課
税
を
う
け
た
金
額
の
返
還
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
請
求
は
給
付
の
支
給
を
妨
げ
た
出
来
事
の
発
生
か
ら
三
カ
年
以
内
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
五
二
年
所
得
税
法
の
第
三
八
六
条
ー
第
三
九
一
条
が
極
め
て
複
雑
で
あ
る
こ
と
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
適
用
を
明
「
一
九
五
九
年
九
月
一
日
に
行
な
わ
れ
た
個
人
ま
た
は
。
＾
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
な
い
あ
る
麗
主
の
、
に
お
い
て
、
雇
用
の
会
社
が
そ
れ
か
ら
年
金
を
支
給
す
る
甚
金
積
立
を
行
わ
ず
、
ま
た
こ
れ
に
関
し
て
何
の
生
保
契
約
を
も
結
ん
で
い
な
い
が
、
従
業
員
が
六
五
オ
到
達
に
際
し
、
あ
る
年
金
額
を
受
け
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
」
こ
の
取
定
め
は
第
三
八
九
条
の
意
味
の
中
に
入
る
「
退
職
年
金
制
度
」
(
r
e
t
i
r
e
m
e
n
t
benefit 
s
c
h
e
m
e
)
 
の
会
社
は
第
三
八
八
条
の
認
可
を
申
込
む
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
も
認
可
の
付
与
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
に
関
す
る
従
業
員
の
租
税
⑪
 
支
払
の
問
題
は
退
職
前
に
何
等
起
ら
な
い
。
雇
主
掛
金
は
認
可
制
度
に
お
い
て
は
つ
ね
に
免
税
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
認
可
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
第
三
八
六
条
第
③
項
に
よ
り
、
そ
の
年
金
額
を
得
る
た
め
に
、
も
し
も
取
定
め
の
日
か
ら
退
職
日
ま
で
毎
年
払
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
年
払
込
金
、
す
な
わ
ち
観
念
的
年
払
込
金
(notional
a
n
n
u
a
l
 p
a
y
m
e
n
t
)
 
(b） 
れ
る
と
き
、
い
つ
で
も
然
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
（
川
元
）
一
従
業
員
と
の
雇
用
取
定
め
一
八
で
あ
る
。
そ
し
て
この
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イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
（
川
元
）
「
従
業
員
は
そ
の
雇
主
か
ら
任
意
の
終
身
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
。
」
設
例
③
「
あ
る
会
社
が
一
九
五
九
年
九
月
一
日
に
締
結
の
個
人
契
約
の
下
に
生
保
会
社
に
毎
年
保
険
料
を
払
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
従
業
員
が
六
0
オ
の
退
職
に
際
し
、
も
し
そ
れ
ま
で
勤
続
の
場
合
、
年
金
を
取
受
る
よ
う
に
と
の
た
め
で
あ
る
。
」
こ
れ
も
ま
た
第
三
八
九
条
の
意
味
の
な
か
に
あ
る
「
退
職
年
金
制
度
」
の
取
定
め
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
八
八
条
下
に
認
可
が
得
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
従
業
員
は
第
三
八
六
条
第
田
項
⑱
の
理
由
に
よ
り
、
会
社
の
払
込
ん
だ
保
険
料
は
、
彼
の
所
得
と
し
て
課
税
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
退
職
後
の
支
給
年
金
に
は
課
税
さ
れ
る
。
中
途
脱
退
に
際
し
て
は
設
例
山
と
同
様
、
払
っ
た
租
税
の
返
還
を
請
求
で
き
る
。
も
し
も
そ
の
契
約
が
年
金
支
給
の
代
り
に
一
時
金
の
形
に
お
い
て
の
み
給
付
を
与
え
る
養
老
保
険
で
あ
る
な
ら
ば
、
従
業
員
は
丁
度
同
じ
よ
う
な
方
法
で
、
種
々
な
る
制
限
が
あ
る
と
は
い
え
、
保
険
料
に
関
し
て
課
税
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
生
命
保
険
の
免
税
を
う
け
る
資
格
が
あ
り
、
ま
た
退
職
に
際
し
て
の
一
時
金
給
付
に
つ
い
て
は
課
税
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
業
員
は
そ
の
支
給
年
金
に
課
税
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
年
金
を
払
う
取
定
め
が
予
め
何
等
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
課
税
に
つ
い
て
如
何
な
る
問
題
も
そ
の
勤
務
期
間
中
に
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
年
金
額
は
雇
主
の
租
税
計
算
に
お
い
て
経
費
と
し
て
控
除
設
例
②
項）。
一
九
金
額
は
、
課
税
上
従
業
員
の
所
得
の
一
部
と
し
℃
取
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
従
業
員
は
実
際
上
年
金
を
受
け
る
権
利
を
得
な
い
よ
う
に
な
る
な
ら
ば
（
例
え
ば
離
職
に
よ
り
）
、
第
三
八
六
条
に
よ
り
払
わ
れ
た
税
金
は
み
な
返
還
を
請
求
で
き
る
（
第
三
八
七
条
第
③
368 
税
さ
れ
な
い
。
④
 
「
あ
る
会
社
に
お
い
て
従
業
員
の
た
め
給
与
の
五
彩
を
払
う
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
制
度
（
第
三
七
九
条
下
の
認
可
の
制
度
で
は
な
い
）
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
第
三
七
九
条
下
に
認
可
さ
れ
、
且
つ
給
与
を
五
彩
を
払
込
む
退
職
年
金
基
金
も
存
在
し
て
い
る
。
」
会
社
が
両
制
度
に
払
う
総
掛
金
は
、
各
従
業
員
に
対
し
一
〇
彩
で
あ
る
。
そ
し
て
会
社
が
両
制
度
に
合
計
一
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
る
（
こ
れ
は
給
与
が
年
一
0
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
な
い
と
き
そ
の
一
〇
光
の
保
険
料
は
当
然
一
0
0
ボ
ン
ド
を
超
え
な
い
）
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
は
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
同
基
金
へ
の
払
込
金
は
個
々
の
加
入
者
に
課
税
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
そ
の
金
額
が
ど
の
個
人
に
関
し
て
な
り
と
も
、
年
に
つ
き
一
0
0
ポ
ン
ド
を
超
え
る
な
ら
ば
、
•
そ
の
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
は
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
で
な
く
、
各
従
業
員
の
た
め
会
社
が
払
込
ん
だ
掛
金
は
そ
の
従
業
員
に
課
税
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
三
八
八
条
下
で
認
可
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
掛
金
が
1
0
0ポ
ン
ド
よ
り
も
多
く
と
も
、
少
な
く
と
も
、
課
税
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
会
社
が
年
二
0
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
る
年
報
酬
の
人
の
た
め
に
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
に
掛
金
を
払
込
む
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
基
金
は
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ソ
ト
基
金
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
し
て
彼
の
た
め
の
会
社
の
掛
金
が
一
年
に
つ
き
一
0
0ポ
ン
ド
よ
り
多
か
ろ
う
と
少
な
か
ろ
う
と
、
第
三
八
八
条
下
の
認
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
所
得
と
し
て
彼
に
課
税
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
七
九
条
下
に
認
可
さ
れ
た
年
金
基
金
へ
の
会
社
の
払
込
金
は
、
第
三
八
六
条
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
、
個
々
の
従
業
員
に
は
課
掛
金
を
払
う
従
業
員
の
場
合
が
な
い
設
例
し
う
る
。
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
（
川
元
）
二
0
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イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
（
川
元
）
⑫
 
「
一
九
四
六
年
に
あ
る
会
社
が
あ
る
生
保
会
社
と
、
従
莱
員
の
た
め
に
団
体
保
険
年
金
制
度
同
制
度
に
行
な
わ
れ
た
。
(
g
r
o
u
p
 
こ
の
種
類
の
大
部
分
の
制
度
は
当
局
に
よ
り
認
可
さ
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
何
の
問
題
も
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
局
に
合
理
的
で
な
い
よ
う
に
み
え
る
特
徴
が
、
同
制
度
に
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
の
通
過
前
は
、
当
局
は
同
制
度
に
影
響
を
与
え
う
る
何
の
力
も
持
た
な
か
っ
た
。
こ
の
制
度
は
一
九
四
七
年
四
月
六
日
前
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
修
正
前
に
は
そ
の
制
度
は
、
第
三
八
六
条
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
、
も
っ
と
も
年
給
与
二
0
0
0ボ
ン
ド
以
上
の
取
締
役
ま
た
は
従
業
員
に
制
限
さ
れ
、
ま
た
は
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
制
度
は
適
用
を
う
け
る
。
し
か
し
そ
れ
が
一
旦
修
正
さ
れ
る
と
、
そ
の
制
度
は
第
三
八
六
条
か
ら
適
用
除
外
で
な
く
な
り
、
完
全
に
新
し
い
制
度
と
し
て
再
調
査
を
必
要
と
す
る
に
い
た
―
つ
の
結
果
と
し
て
、
修
正
が
当
局
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ま
た
は
制
度
が
「
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
ま
た
は
従
莱
員
保
険
制
度
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
得
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ま
た
は
第
三
七
九
条
下
に
認
可
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
九
年
九
月
後
は
会
社
に
よ
っ
て
払
込
ま
れ
た
掛
金
は
所
得
と
し
て
従
業
員
に
課
税
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
二
で
既
述
の
よ
う
に
、
退
職
給
付
の
1
-
4
ま
で
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
年
金
制
度
は
、
あ
る
事
情
下
で
は
第
三
七
九
条
下
の
一
部
認
可
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
故
に
次
の
事
柄
に
つ
い
て
の
決
定
を
行
な
う
前
に
注
意
深
く
考
慮
す
る
こ
と
が
16
第
三
八
八
条
下
認
可
か
第
三
七
九
条
下
の
一
部
認
可
か
咎
h
e
m
e
)
を
契
約
し
た
。
あ
る
修
正
が
一
九
五
九
年
九
月
、
一
九
五
る。
一
九
四
七
年
財
政
法
制
度
は
存
在
し
て
い
な
い
。
」
こ
の
他
に
は
従
業
員
に
対
し
て
実
施
の
設
例
固
life 
a
n
d
 
p
e
n
s
i
o
n
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4
)
 
3
)
 
注
(
1
)
(
2
)
 
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
三
三
八
条
下
制
度
に
対
す
る
認
可
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
、
第
三
七
九
条
下
の
一
部
認
可
の
適
用
が
な
さ
れ
の
決
定
を
行
な
う
前
に
、
―
つ
は
第
三
七
九
条
下
の
、
⑬
 
よ
く
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。
G
o
r
d
o
n
 
A•Hosking"ibid. 
pp. 1
8
1
~
1
9
0
 
「
一
九
四
七
年
立
法
の
一
つ
の
目
的
は
経
常
的
な
報
酬
を
振
替
え
て
通
常
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
標
準
か
ら
、
桁
は
ず
れ
の
退
職
給
付
を
与
え
よ
う
と
す
る
取
極
の
増
加
を
、
抑
制
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
い
ま
―
つ
の
目
的
は
、
非
課
税
の
一
時
金
の
形
を
と
っ
て
退
職
給
付
を
支
払
う
取
極
の
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
（
生
命
保
険
文
化
研
究
所
訳
「
英
国
退
職
保
障
制
度
の
課
税
上
の
諸
問
題
」
ミ
ラ
ー
ド
・
ク
ッ
カ
ー
報
告
書
I
五
一
頁
）
こ
れ
等
の
関
係
全
条
文
（
一
九
五
二
年
所
得
税
法
お
よ
び
一
九
五
六
年
財
政
法
）
の
和
訳
が
次
の
刊
行
物
の
な
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
生
命
保
険
文
化
研
究
所
訳
「
前
掲
書
」
付
録
―
i
五
四
頁
b
o
d
y
 c
o
r
p
o
r
a
t
e
と
は
「
法
人
」
の
こ
と
で
、
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
に
等
し
い
。
曽
っ
て
は
こ
れ
は
正
式
の
呼
称
で
あ
f
た
。
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
に
ほ
公
法
人
と
私
法
人
と
が
あ
る
。
後
者
は
通
例
、
非
営
利
法
と
営
利
法
人
、
即
ち
会
社
と
に
分
た
れ
る
。
会
社
の
典
型
的
な
も
の
ほ
株
式
会
社
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
と
い
え
ば
、
会
社
、
特
に
株
式
会
社
を
指
す
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
c
o
m
p
a
n
y
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
（
高
柳
・
末
延
「
米
英
法
辞
典
」
五
八
頁
一
0
二
頁
）
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ソ
ト
基
金
へ
の
本
文
の
よ
う
な
制
限
は
雇
主
掛
金
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
こ
こ
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
従
業
員
に
よ
っ
て
払
込
ま
れ
る
こ
と
の
で
き
る
金
額
に
は
影
響
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
(
P
i
l
c
h
a
n
d
 W
o
o
d
:
 P
e
n
s
i
o
n
 S
c
h
e
m
e
s
,
 1
9
6
0
 
p
.
1
2
8
)
 
「
こ
の
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ソ
ト
基
金
は
老
齢
従
業
員
に
は
不
適
当
な
給
付
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
（
こ
の
理
由
に
関
し
て
は
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
に
お
け
る
基
本
的
諸
事
項
に
つ
い
て
」
生
命
保
険
経
営
・
昭
和
一
子
八
年
一
月
号
一
1
一
頁
参
照
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
唯
一
の
完
全
な
満
足
な
解
決
法
は
同
基
金
を
解
散
し
、
そ
れ
を
他
の
種
類
の
制
度
で
代
え
る
こ
と
で
あ
る
。
非
保
険
型
の
場
合
に
は
従
業
員
掛
金
に
免
税
特
典
が
な
い
。
そ
れ
で
こ
の
場
合
に
は
保
険
型
と
す
る
か
、
無
醸
出
制
と
す
べ
き
で
あ
る
。
保
険
型
の
醸
出
制
の
と
き
脱
退
に
際
す
る
従
業
員
へ
の
返
還
金
は
既
払
掛
金
総
額
よ
り
も
少
な
い
。
そ
れ
で
こ
れ
に
対
し
て
無
醸
出
と
す
る
る
べ
き
か
、
ま
た
は
制
度
を
二
つ
に
分
け
、
―
つ
は
第
三
八
八
条
下
の
認
可
を
受
け
る
よ
う
に
す
べ
き
か
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
（
川
元
）
371 
8
 
(
7
 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
（
川
元
）
の
が
よ
い
。
麗
主
が
望
む
な
ら
ば
、
分
離
し
た
制
度
と
し
て
第
一
1
一
七
九
条
下
認
可
の
据
置
年
金
ま
た
ほ
退
職
養
老
（
一
注
1
6
を
参
照
）
に
基
づ
く
制
度
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
本
文
15
の
設
例
④
の
よ
う
な
形
態
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
ー
筆
者
）
。
こ
の
制
度
に
よ
り
そ
の
掛
金
の
上
に
最
高
の
租
税
特
典
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ソ
ト
基
金
が
個
人
契
約
か
ら
で
き
て
い
る
と
き
に
は
、
保
険
会
社
に
単
一
の
マ
ス
ク
ー
証
券
の
下
に
再
契
約
す
る
よ
う
要
請
す
る
な
ら
ば
、
通
常
そ
の
同
意
を
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
同
意
を
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
雇
主
は
そ
の
制
度
を
終
了
し
、
そ
の
代
り
に
ど
こ
か
他
の
会
社
で
単
一
の
マ
ス
ク
ー
証
券
の
下
に
制
度
を
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」
(Pilch
a
n
d
 
W
o
o
d
"
 
ibid., p
.
1
2
8
)
 
「
一
九
ニ
一
年
財
政
法
第
三
二
条
（
一
九
五
二
年
法
第
1
1
一
七
九
条
）
に
よ
る
認
可
を
う
け
ず
に
、
被
用
者
に
対
す
る
給
付
を
保
障
し
て
い
る
そ
の
他
の
基
金
は
約
一
、
0
0
0
位
（
一
九
五
四
年
頃
—
筆
者
）
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
若
干
は
一
九
四
七
年
財
政
法
（
一
九
五
一
一
年
法
第
三
八
八
条
）
に
も
と
づ
い
て
認
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
以
前
の
も
の
は
こ
の
範
囲
外
に
あ
る
。
後
者
に
は
、
小
額
の
扉
主
の
自
由
裁
量
に
よ
る
一
時
金
給
付
の
み
を
行
な
う
基
金
や
、
契
約
に
よ
ら
な
い
、
い
つ
で
も
中
断
で
き
る
よ
う
な
毎
年
払
給
付
を
行
な
う
基
金
や
、
恩
恵
的
な
基
金
が
含
ま
れ
る
。
多
く
の
場
合
、
被
用
者
は
な
ん
ら
醸
出
を
行
な
わ
な
い
。
も
し
行
な
っ
て
も
、
そ
の
醸
出
に
は
何
等
の
免
税
措
置
も
な
い
。
麗
用
主
が
規
則
的
に
年
々
行
な
う
醸
出
金
は
、
営
業
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
但
し
そ
の
場
合
、
基
金
の
元
本
と
そ
の
収
益
の
両
者
を
そ
の
要
支
給
額
に
充
当
し
得
る
よ
う
な
方
式
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
醸
出
が
基
金
の
必
要
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
以
外
の
雇
主
の
醸
出
は
営
業
経
費
と
み
な
さ
れ
な
い
。
な
お
あ
る
種
の
恩
恵
的
年
金
、
例
え
ば
基
金
受
託
者
の
自
由
裁
量
に
よ
り
支
払
わ
れ
、
い
つ
で
も
中
断
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
よ
う
な
年
金
は
、
課
税
さ
れ
る
ぺ
き
で
な
い
。
」
（
生
命
保
険
文
化
研
究
所
訳
「
前
掲
書
」
I
六
七
l
八
頁
）
一
九
0
九
年
に
国
家
公
務
員
(Civil
S
e
r
v
i
c
e
)
退
職
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
退
職
時
に
は
勤
務
各
一
年
に
対
し
俸
給
の
1-80
（
最
高
の
終
a
)
a
)
 
四
0
年
だ
け
を
考
慮
す
る
）
（
以
前
の
1-60
に
対
し
て
は
3
-
4
に
減
少
）
の
年
金
に
、
各
年
俸
給
の
3-80
に
等
し
い
一
時
金
（
身
年
金
を
一
時
金
と
し
た
も
の
）
を
加
え
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
年
金
の
一
部
ー
ほ
ぽ
1
-
4
ー
を
退
職
時
に
免
税
の
一
時
金
で
支
給
す
る
方
法
（
し
か
し
こ
れ
は
本
人
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
ろ
う
ー
筆
者
）
も
導
入
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
退
職
年
金
制
度
の
最
も
顕
著
な
発
展
の
―
つ
で
あ
っ
て
、
後
の
法
律
や
退
職
年
金
制
度
全
般
の
考
え
方
の
上
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
。
(Pilch 
a
n
d
 W
o
o
d
:
 ibid.
p`
.
1
9
)
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「
各
被
用
者
に
対
し
て
制
度
が
保
障
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
給
付
の
現
価
の
総
額
は
、
同
様
の
状
況
に
お
い
て
、
法
定
退
職
年
金
制
度
(1
公
務
員
退
職
年
金
制
度
ー
筆
者
）
が
保
障
し
て
い
る
給
付
の
総
額
の
現
価
に
比
べ
て
妥
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
定
退
職
年
金
制
度
か
ら
通
常
支
給
さ
れ
る
給
付
の
総
現
価
は
最
終
給
料
の
1-60
に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
金
額
に
相
当
す
る
終
身
恩
給
の
価
額
と
さ
れ
て
い
る
。
」
（
生
命
保
険
文
化
研
究
所
訳
「
前
掲
書
」
I
五
八
頁
）
「
一
九
四
七
年
前
に
設
け
ら
れ
た
養
老
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
そ
の
加
入
者
に
給
付
の
全
部
を
退
職
に
お
け
る
無
税
の
一
時
金
と
し
て
、
支
給
す
る
権
利
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
（
一
九
四
七
年
後
に
は
同
制
度
に
第
一
1
一
八
八
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
．
っ
た
の
で
、
特
約
付
養
老
保
険
制
度
と
す
る
必
要
が
起
っ
た
、
な
お
e
n
d
o
w
m
e
n
t
a
s
s
u
r
a
n
c
e
 s
c
h
e
m
e
の
語
が
特
約
付
養
老
保
険
制
度
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
ー
筆
者
）
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
制
度
の
下
に
お
け
る
給
付
の
規
模
の
増
大
は
こ
の
特
権
の
修
正
ま
た
は
取
消
な
し
で
は
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
旧
い
団
体
保
険
年
金
制
度
で
は
、
そ
れ
は
取
換
え
ら
れ
得
な
い
給
付
の
一
部
に
対
し
て
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
用
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
有
利
な
保
険
料
率
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
は
、
保
険
会
社
が
一
方
的
に
変
更
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
も
し
も
他
の
制
度
を
ど
こ
か
で
創
め
よ
う
と
企
図
す
る
と
き
、
給
付
を
払
済
と
す
る
に
際
し
て
は
、
損
失
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
と
き
ど
き
あ
る
方
向
に
お
け
る
改
良
が
、
他
の
方
向
に
お
け
る
犠
牲
に
お
い
て
の
み
達
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
」
(Pilch
a
n
d
 W
o
o
d
:
 ibid., p
.
1
2
2
)
 
第
三
七
九
条
下
認
可
制
度
も
第
三
八
八
条
下
認
可
制
度
も
、
麗
主
掛
金
は
必
要
経
費
と
し
て
免
税
と
な
る
。
(Pilch
a
n
d
 W
o
o
d
:
 ibid., 
p
.
1
1
6
)
ま
た
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
も
同
様
で
あ
る
。
(Ibid.,
p.95) 
団
体
保
険
年
金
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
の
自
家
投
資
基
金
と
団
体
保
険
年
金
制
度
」
勝
呂
弘
博
士
還
暦
記
念
「
保
険
理
論
の
新
展
開
」
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
退
職
年
金
制
度
の
選
択
に
つ
い
て
ビ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
相
当
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。
「
雇
主
が
酸
出
制
を
選
ぽ
う
と
決
心
す
る
な
ら
ば
こ
れ
に
よ
り
、
従
業
員
掛
金
が
最
高
の
免
税
を
受
け
得
る
た
め
、
第
三
七
九
条
下
の
全
部
認
可
に
す
ぺ
き
か
一
部
認
可
に
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
選
択
は
、
実
際
上
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
雇
主
は
自
家
管
理
基
金
か
、
保
険
会
社
引
受
け
の
第
三
七
九
条
下
認
可
の
据
置
年
金
制
度
（
ま
た
は
退
職
養
老
保
険
制
度
）
か
、
の
ど
ち
ら
か
を
択
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
今
日
第
三
七
九
条
下
の
酸
出
制
制
度
の
認
可
を
求
め
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
こ
れ
を
止
む
を
得
ぬ
も
の
と
す
る
ケ
ー
ス
に
は
、
次
の
二
つ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
（
川
元
）
二
四
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二
五
⑱
与
え
ら
れ
る
一
時
金
給
付
が
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
、
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
が
こ
の
目
的
に
対
し
て
満
足
な
媒
体
と
し
て
受
入
れ
ら
れ
た
場
合
。
⑭
そ
の
制
度
が
低
給
与
従
業
員
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
課
税
上
の
考
慮
が
第
二
義
的
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
場
合
。
後
者
の
場
合
、
第
三
八
八
条
下
の
認
可
が
と
き
ど
き
択
ば
れ
る
。
こ
の
湯
合
、
お
そ
ら
く
従
業
員
は
そ
の
掛
金
を
払
込
ん
だ
と
き
、
（
そ
の
所
得
が
課
税
さ
れ
る
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
で
）
、
そ
の
掛
金
に
つ
き
何
等
租
税
免
除
を
受
け
て
い
な
い
か
も
し
れ
ず
、
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
従
業
員
に
は
第
三
七
九
条
下
制
度
に
お
け
る
脱
退
に
際
し
て
の
返
還
掛
金
か
ら
税
金
の
差
引
か
れ
る
こ
と
が
、
首
肯
し
難
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
第
三
八
八
条
下
認
可
の
制
度
に
払
込
ま
れ
る
掛
金
は
、
生
命
保
険
料
に
適
用
し
う
る
減
税
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
制
度
へ
の
従
業
員
掛
金
が
一
年
に
つ
き
一
0
ポ
ソ
ド
ま
で
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
き
に
は
、
（
彼
自
身
の
個
人
的
生
命
保
険
料
は
何
等
な
い
も
の
と
す
る
）
、
彼
の
掛
金
全
部
が
実
際
上
免
税
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
雇
主
が
無
醸
出
制
制
度
を
可
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
選
択
の
範
囲
は
非
常
に
広
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
七
九
条
下
認
可
制
度
に
お
け
る
投
資
収
益
免
税
の
利
点
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
方
特
約
付
養
老
保
険
制
度
の
よ
う
な
よ
り
融
通
性
の
あ
る
種
類
も
考
慮
す
る
価
値
が
あ
ろ
う
。
も
し
も
雇
主
が
何
等
一
時
金
の
な
い
、
全
面
的
退
職
年
金
支
給
の
制
度
を
可
と
す
る
な
ら
ば
、
ほ
と
ん
ど
決
定
的
に
、
第
三
七
九
条
下
認
可
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
自
家
基
金
か
保
険
型
制
度
（
据
置
年
金
か
ま
た
は
退
職
養
老
保
険
か
に
基
づ
く
も
の
）
か
の
何
れ
か
を
択
ぶ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
第
一
子
八
八
条
下
認
可
の
制
度
を
部
分
的
に
利
用
し
得
る
限
り
、
上
述
の
よ
う
な
第
三
七
九
条
下
に
全
面
的
に
認
可
さ
れ
た
制
度
を
薦
め
る
こ
と
の
で
き
る
論
理
的
根
拠
を
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
一
時
金
給
付
へ
の
希
望
が
強
く
、
退
職
年
金
給
付
を
全
然
与
え
な
い
制
度
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
最
初
の
選
択
は
、
保
険
型
か
非
保
険
型
に
よ
る
特
別
ブ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
給
付
は
そ
ん
な
に
大
き
く
な
く
、
こ
の
種
類
の
制
度
に
対
す
る
規
定
の
制
限
内
に
入
る
も
の
で
あ
り
、
関
係
従
業
員
は
年
二
、
0
0
0ポ
ソ
ド
よ
り
少
な
い
所
得
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
満
足
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
第
一
二
八
八
条
下
認
可
の
特
約
付
養
老
保
険
制
度
ま
た
は
こ
れ
に
似
た
種
類
の
契
約
が
老
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
最
後
に
、
も
し
も
雇
主
が
退
職
に
際
し
て
、
あ
る
限
ら
れ
た
金
額
の
無
税
の
一
時
金
と
と
も
に
、
主
と
し
て
退
職
年
金
給
付
を
与
え
る
制
度
を
択
ぶ
な
ら
ば
、
普
通
、
複
合
制
度
(
c
o
m
p
o
s
i
t
e
s
c
h
e
m
e
)
 
(
前
号
三
二
頁
参
照
）
に
つ
い
て
考
慮
す
る
よ
う
薦
め
た
い
。
こ
れ
は
374 
(3) 
一
部
認
可
の
自
家
基
金
と
蓑
老
保
険
ま
た
は
そ
の
他
の
一
時
金
給
付
（
第
三
八
八
条
下
認
可
）
を
与
え
る
よ
う
な
契
約
と
の
組
合
せ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
据
置
年
金
ま
た
は
退
職
養
老
（
第
三
七
九
条
下
認
可
の
保
険
型
制
度
、
一
注
1
6
参
照
）
と
同
上
の
第
三
八
八
条
下
認
可
制
度
と
の
組
合
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
よ
う
な
制
度
は
管
理
上
複
雑
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
面
的
に
第
三
七
九
条
下
に
認
可
さ
れ
た
制
度
よ
り
も
僅
か
に
大
き
い
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
こ
れ
に
対
す
る
明
ら
か
な
例
外
は
た
だ
僅
少
の
従
業
員
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
第
三
七
九
条
下
一
部
認
可
制
度
に
お
け
る
節
約
が
管
理
経
費
（
信
託
証
書
・
諸
規
定
お
よ
び
こ
れ
に
合
致
す
る
よ
う
な
管
理
上
の
機
構
を
作
り
上
げ
る
経
費
）
増
加
に
よ
り
消
費
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
全
面
的
に
第
一
1
一
八
八
条
下
認
可
制
度
の
み
よ
り
で
き
て
い
る
単
純
な
制
度
が
択
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
(Pilch
a
n
d
 W
o
o
d
:
 ibid., 
pp. 1
1
8
~
1
2
1
)
 
ミ
ラ
ー
ド
一
九
五
0
年
八
月
一
＝
日
、
当
時
大
蔵
大
臣
で
あ
っ
た
故
T
u
c
k
e
r
の
委
員
長
の
下
に
―
つ
の
委
員
会
を
設
け
た
。
そ
の
目
的
に
つ
い
て
若
干
同
報
告
書
か
ら
引
用
し
よ
う
。
「山
れ
等
制
度
は
そ
の
契
約
的
な
も
の
と
非
契
約
的
な
も
の
と
を
問
わ
ず
、
役
職
を
も
ち
ま
た
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
々
退
職
年
金
制
度
(
s
u
p
e
r
a
n
n
u
a
t
i
o
n
f
u
n
d
s
)
そ
の
他
の
取
定
め
に
関
す
る
所
得
税
法
を
検
討
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
そ
h
o
l
d
i
n
g
 a
n
 office 
o
r
 e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)
 
の
退
職
ま
た
は
死
亡
に
際
し
て
、
一
般
的
に
、
個
人
個
人
の
退
職
ま
た
は
老
齢
に
際
し
そ
の
個
人
に
対
し
て
備
え
、
ま
た
は
彼
の
死
後
そ
の
被
扶
養
者
に
対
し
て
備
え
る
目
的
で
、
個
人
に
よ
り
支
払
わ
れ
、
ま
た
は
個
人
の
た
め
に
支
払
わ
れ
た
払
込
金
の
課
税
上
の
取
扱
を
検
討
し
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
準
備
に
よ
り
受
取
る
こ
と
に
な
っ
た
金
額
の
、
課
税
上
の
取
扱
を
規
制
す
る
法
律
を
検
討
す
る
こ
と
。
こ
れ
等
の
事
柄
に
関
し
て
の
法
律
の
修
正
が
、
必
要
で
あ
る
か
ま
た
は
望
ま
し
い
か
を
考
察
し
、
特
に
そ
の
よ
う
な
性
質
の
支
年
金
そ
の
他
の
給
付
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
③
 
五
①
 
ク
ッ
カ
ー
報
告
書
Sir 
Stafford 
C
r
i
p
p
s
 ~
 
Sir 
(
当
時
M
r
.
)
J
a
m
e
s
 M
i
l
l
a
r
d
 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
（
川
元
）
こ
れ
等
の
人
々
ま
た
は
そ
の
被
扶
養
者
に
対
し
て
二
六
S
e
r
s
o
n
s
 
375 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
山
自
営
業
者
問
題
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
う
事
実
に
特
に
注
意
を
払
う
こ
と
。
」
情
の
下
に
お
い
て
、
（
川
元
） が
一
九
五
四
年
二
月
刊
行
さ
れ
た
。
二
七
'
R
e
p
o
r
t
 
of 
t
h
e
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 on・ 
t
h
e
 
払
金
に
関
し
て
所
得
税
免
税
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
も
し
拡
大
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
事
ま
た
如
何
な
る
要
件
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
諸
企
業
会
社
に
よ
っ
て
採
ら
れ
て
い
る
方
法
に
よ
る
醜
出
制
年
金
制
度
は
現
在
、
役
職
を
も
ち
ま
た
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
々
す
べ
て
に
は
、
．
利
用
し
得
べ
き
も
の
で
な
く
、
ま
た
自
由
業
ま
た
は
自
営
莱
(business)
を
営
む
個
人
に
も
利
用
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
い
非
退
職
個
人
年
金
(
p
u
r
c
h
a
s
e
d
a
n
n
u
i
t
y
)
 
の
免
税
措
置
は
上
記
に
お
い
て
は
特
に
触
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
議
会
の
質
問
に
答
え
て
当
時
の
ゲ
イ
ッ
ケ
ル
大
蔵
大
臣
は
こ
の
問
題
も
そ
の
中
に
入
る
旨
述
べ
て
い
る
。
多
数
の
証
拠
を
集
め
た
後
、
委
員
会
は
一
九
五
三
年
―
二
月
報
告
し
た
。
そ
し
て
R
 
T
a
x
a
t
i
o
n
 T
r
e
a
t
m
e
n
t
 of P
e
n
s
i
o
n
 for R
e
t
i
r
e
m
e
n
t
"
 
初
め
の
諸
章
で
は
生
命
保
険
料
免
税
お
よ
び
従
業
員
（
非
支
配
取
締
役
を
含
む
）
の
退
職
に
対
す
る
支
給
に
関
し
、
従
来
に
お
け
る
免
税
措
置
の
最
も
徹
底
的
な
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
後
述
の
一
九
五
六
年
財
政
法
の
第
二
二
条
お
よ
び
第
二
三
条
は
直
接
に
は
こ
の
よ
う
な
年
金
の
租
税
措
置
に
は
影
響
し
て
い
な
い
。
一
九
五
六
年
財
政
法
の
制
定
に
先
だ
っ
て
行
な
わ
れ
た
論
議
の
間
に
、
退
職
に
対
す
る
準
備
に
つ
い
て
の
租
税
取
扱
の
全
体
が
依
然
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
よ
り
以
上
の
措
置
を
採
用
す
る
よ
う
勧
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ラ
ー
ド
・
ク
ッ
カ
ー
報
告
書
は
年
金
権
利
を
も
っ
て
い
る
被
用
者
を
検
討
し
た
後
、
さ
ら
に
進
ん
で
次
の
よ
う
な
種
類
の
人
々
の
376 
現
在
退
職
給
付
の
不
適
当
な
被
用
者
は
次
項
に
お
い
て
述
べ
る
が
、
勧
告
に
お
け
る
基
本
点
を
ま
ず
検
討
し
て
み
た
い
。
雇
用
に
よ
り
収
入
を
得
て
い
る
人
々
は
、
そ
の
所
得
の
一
部
を
受
取
る
こ
と
を
後
生
の
使
用
の
た
め
延
ば
す
機
会
を
、
同
じ
様
に
持
つ
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
て
お
か
れ
る
お
金
は
み
な
課
税
所
得
額
の
減
少
に
用
い
う
べ
き
で
あ
り
、
⑮
そ
の
お
金
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
利
息
は
免
税
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
c
晩
年
に
受
取
ら
れ
る
所
得
は
課
税
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
私
的
雇
用
の
み
な
ら
ず
公
的
服
用
に
お
い
て
も
、
極
め
て
多
数
の
被
用
者
は
免
税
の
一
時
金
を
そ
の
退
職
給
付
の
一
部
と
し
て
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
原
則
は
あ
る
制
限
が
あ
る
と
は
い
え
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
拡
大
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
委
員
会
が
な
す
べ
き
事
柄
は
基
金
お
よ
び
制
度
の
積
立
を
租
税
債
務
か
ら
救
い
、
年
金
支
給
の
際
、
こ
れ
に
課
税
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
支
給
さ
れ
る
給
付
の
一
部
は
無
税
と
す
る
よ
う
、
委
員
会
は
勧
告
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
実
際
上
す
こ
ぶ
る
広
く
普
及
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
④
の
被
用
者
（
給
付
不
適
当
の
被
用
者
）
に
対
し
て
ほ
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
勧
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
退
職
の
た
め
に
実
際
上
取
っ
て
お
か
れ
る
お
金
が
、
非
加
入
被
用
者
の
場
合
勧
告
の
下
に
取
っ
て
お
か
れ
る
こ
と
の
で
き
る
金
額
に
達
し
な
い
限
り
、
そ
の
取
っ
て
お
か
れ
る
お
金
は
、
免
税
特
典
を
受
け
得
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
上
記
の
④
に
つ
い
て
は
何
の
勧
告
も
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
(4) (3) (2) 
何
等
の
年
金
権
利
を
も
持
た
な
い
被
用
者
一
方
山
②
③
に
つ
い
て
の
勧
告
は
修
正
さ
れ
た
形
で
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
R
 
支
配
取
締
役
（
川
元
）
⑱
こ
の
目
的
の
た
め
に
所
得
か
ら
取
っ
ニ
八
で
き
る
限
り
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注
4
 
3
)
 
1
)
 
2
)
 イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
推
算
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
一
九
五
一
年
に
お
い
て
約
一
、
七
0
0、
0
0
0人
の
課
税
自
営
業
者
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
、
四
九
一
、
五
0
0
(
八
八
彩
）
支
配
取
締
役
•
そ
の
他
の
取
締
役
お
よ
び
非
加
入
被
用
者
の
合
計
は
九
、
一
九
五
一
年
以
来
、
は
一
、
0
0
0ボ
ソ
ド
未
満
の
所
得
を
得
、
四
四
、
九
0
0
(
ニ
・
五
光
）
よ
り
以
上
の
多
数
被
用
者
は
年
金
制
度
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
財
政
法
の
第
三
部
は
約
一
千
万
人
の
人
に
対
し
退
職
へ
の
す
こ
ぶ
る
有
効
な
準
備
手
段
を
与
え
て
い
る
。
H
o
s
k
i
n
g
"
i
b
i
d
.
,
 p
p
.
 1
9
3
~
5
 
こ
の
報
告
書
に
対
し
、
左
記
の
全
面
的
、
逐
語
的
な
貴
重
な
邦
訳
書
が
あ
る
。
な
お
英
国
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
関
係
の
条
文
全
部
（
一
九
五
二
年
所
得
税
法
・
一
九
五
六
年
財
政
法
）
の
邦
訳
も
そ
の
付
録
と
し
て
別
冊
に
な
っ
て
い
る
。
生
命
保
険
文
化
研
究
所
「
前
掲
書
」
I
I
l
お
よ
び
付
録
当
時
に
お
け
る
支
配
取
締
役
・
。
＾
ー
ト
ナ
ー
・
ブ
ロ
プ
ラ
イ
ク
ー
・
自
営
業
者
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
少
し
く
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
「
前
掲
」
口
関
西
大
学
商
学
論
集
・
昭
和
三
七
年
六
月
号
三
六
l
八
頁
ピ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
書
で
ク
ッ
カ
ー
報
告
書
を
次
の
よ
う
に
批
評
し
、
紹
介
し
て
い
る
。
「
そ
の
最
初
の
部
分
で
は
各
種
退
職
年
金
制
度
を
取
扱
い
、
将
来
の
あ
ら
ゆ
る
制
度
の
内
国
歳
入
当
局
認
可
に
必
要
な
諸
条
件
の
単
純
化
と
合
理
化
と
を
勧
告
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
で
は
課
税
措
置
の
全
般
的
諸
問
題
を
明
確
に
把
握
し
、
ま
た
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
技
術
的
諸
問
題
の
大
部
分
を
、
よ
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
報
告
書
の
第
二
の
部
分
で
は
支
配
取
締
役
・
パ
ー
ト
ナ
ー
お
よ
得
を
得
て
い
る
。
関
す
る
勧
告
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
（
川
元
）
1
一九
山
②
お
よ
び
③
に
対
す
る
新
し
い
取
定
め
に
ほ
、
被
用
者
に
適
用
し
得
る
取
定
め
と
異
な
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
等
の
差
異
の
多
く
の
も
の
も
の
ほ
、
実
際
上
の
理
由
の
た
め
と
、
相
異
な
る
雇
用
先
の
相
異
な
る
性
質
と
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
。
山
に
は
三
、
0
0
0ボ
ソ
ド
超
の
所
五
0
0、
0
0
0人
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
六
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(b） 
ぴ
自
営
業
者
を
取
扱
っ
て
い
る
が
、
前
者
ほ
ど
よ
い
出
来
映
え
と
は
い
え
な
い
。
一
九
五
六
年
財
政
法
は
前
述
の
ク
ッ
カ
ー
勧
告
を
実
際
に
法
律
と
し
、
次
の
よ
う
な
画
期
的
事
柄
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
法
律
化
し
た
の
は
同
勧
告
の
全
部
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
だ
け
で
あ
っ
た
。
第
一
に
支
配
取
締
役
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、
プ
ロ
プ
ラ
イ
ク
ー
、
自
営
業
者
が
自
己
お
よ
び
被
扶
養
者
に
退
職
年
金
を
与
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
契
約
に
払
込
ん
だ
金
額
は
、
所
得
の
あ
る
割
合
ま
で
は
完
全
免
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
給
付
を
受
け
る
適
格
者
の
側
に
お
け
る
そ
の
後
の
反
応
は
貧
弱
で
あ
る
が
（
一
九
六
0
年
頃
現
在
ー
筆
者
）
、
許
さ
れ
た
契
約
の
極
度
に
限
定
さ
れ
た
性
格
を
み
れ
ば
、
驚
ろ
く
に
足
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第
二
に
こ
の
法
律
に
よ
り
保
険
会
社
の
投
資
収
益
に
つ
い
て
所
得
税
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
後
略
）
」
(Pilch 
a
n
d
 W
o
o
d
"
i
b
i
d
.
,
 pp. 3
2
~
3
)
 
一
九
五
六
年
財
政
法
第
二
二
条
第
山
項
に
よ
れ
ば
、
次
の
要
件
を
充
た
す
個
人
契
約
は
有
資
格
保
険
料
の
免
税
そ
の
他
の
第
二
三
条
下
の
免
税
を
与
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
あ
る
個
人
が
一
九
五
六
年
度
l
一
九
五
七
年
度
ま
た
は
そ
の
後
の
課
税
年
度
に
「
有
資
格
保
険
料
」
を
払
っ
て
い
る
こ
と
そ
の
個
人
が
掌
っ
て
い
る
商
工
業
(trade)
自
由
職
業
(profession)
聖
職
(vocation)
役
職
(0flice)
ま
た
は
雇
用
(
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)
か
ら
の
「
関
連
所
得
」
(
r
e
l
e
v
a
n
t
e
a
r
n
i
n
g
s
)
 
の
二
要
件
を
充
た
す
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
有
資
格
保
険
料
の
投
資
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
も
免
税
と
な
る
。
ま
た
有
資
格
保
険
料
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
退
職
年
金
は
た
だ
―
つ
の
例
外
を
除
き
課
税
上
勤
労
所
得
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
以
上
は
一
九
五
六
年
財
政
法
第
二
二
条
•
第
二
三
条
下
に
あ
る
基
本
的
原
則
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
上
適
用
す
る
に
際
し
て
は
細
部
の
点
で
す
こ
ぶ
る
複
雑
に
(a) 1
概
要 六
①
 
一
九
五
六
年
財
政
法
第
二
二
条
お
よ
び
第
二
三
条
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
（
川
元
）
に
関
し
て
課
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
゜
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イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
上
記
の
も
の
か
ら
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
所
得
は
、
常
勤
・
非
常
勤
を
と
わ
ず
関
連
所
得
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
関
連
所
得
か
ら
、
課
税
上
⑪
勤
労
所
得
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
専
売
特
許
か
ら
の
所
得
（
川
元
）
に
掌
わ
る
場
合
、
そ
れ
か
ら
得
た
所
得
(C) 
）
た
は
。
＾
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
(proprietor
ま
(b） 
office 
o
r
 e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)
 
p
r
e
m
i
u
m
)
と
は
関
連
所
得
に
つ
い
て
の
、
生
保
会
社
と
の
契
約
の
下
に
個
人
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
保
険
料
、
ま
た
は
第
二
二
条
第
固
項
に
定
義
し
た
よ
う
な
信
託
制
度
の
下
に
払
わ
れ
る
掛
金
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
退
職
年
金
制
度
へ
の
非
加
入
者
が
、
そ
の
所
得
ま
た
は
利
益
金
か
ら
、
認
可
さ
れ
た
契
約
ま
た
は
信
託
制
度
下
で
保
険
料
ま
た
は
掛
金
を
払
込
む
場
合
に
は
、
租
税
の
完
全
免
除
が
有
資
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
有
資
格
保
険
料
の
控
除
し
得
る
部
分
だ
け
、
課
税
上
そ
の
個
人
所
得
が
減
少
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
の
人
が
課
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
最
高
率
で
、
所
得
税
（
お
よ
び
付
加
税
）
が
払
わ
ず
と
も
済
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
関
連
所
得
に
つ
い
て
は
第
二
二
条
第
⑦
項
に
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
聖
職
の
被
課
税
額
プ
ロ
プ
ラ
イ
ク
ー
⑱
退
職
年
金
制
度
加
入
役
職
・
雇
用
以
外
の
も
の
か
ら
の
報
酬
2
関
連
所
得
(relevant
e
a
r
n
i
n
g
s
)
 
で
な
い
も
の
か
ら
生
ず
る
俸
給
。
賃
金
•
利
益
金
の
こ
と
で
あ
る
。
「
有
資
格
保
険
料
」
ま
ず
上
記
の
二
つ
の
語
の
定
義
を
み
る
に
、
な
っ
て
い
る
。
(partnership) 
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
商
工
業
。
自
由
職
業
「
関
連
所
得
」
と
は
広
義
で
は
退
職
年
金
制
度
加
入
役
職
・
雇
用
(qualifying 
(pensionable 
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⑪
上
記
c
の
年
金
支
給
の
と
き
、
そ
の
年
金
額
が
加
入
者
の
死
亡
後
、
そ
の
配
偶
者
に
対
し
年
金
以
外
の
金
額
を
支
給
す
る
こ
と
（
但
し
何
の
年
金
も
支
給
し
な
い
が
、
保
険
料
に
合
理
的
な
利
息
を
付
し
て
加
入
者
の
相
続
人
に
返
還
す
る
も
の
は
別
と
す
る
）
（
死
亡
が
な
い
も
の
と
し
て
）
加
入
者
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
金
(c) (b） 
六
0
オ
前
ま
た
は
七
0
オ
後
に
年
金
支
給
を
開
始
す
る
こ
と
(a) 免
税
さ
れ
る
た
め
に
は
契
約
は
あ
る
要
件
を
充
た
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、
そ
の
個
人
は
信
託
制
度
に
加
入
す
る
か
、
年
金
を
与
え
る
生
保
会
社
・
友
愛
組
合
そ
の
他
同
様
機
関
と
契
約
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
． 
第
二
二
条
第
図
項
に
よ
れ
ば
当
局
の
認
可
を
得
る
た
め
に
は
、
契
約
に
次
の
よ
う
な
規
定
を
定
め
得
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
4
 
関
連
所
得
は
た
だ
退
職
年
金
制
度
非
加
入
役
職
・
雇
用
か
ら
の
み
生
じ
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
三
部
（
同
上
法
第
二
二
条
•
第
二
三
条
そ
の
他
の
条
文
を
含
む
）
あ
る
。
あ
る
役
職
・
扉
用
に
お
け
る
勤
務
に
対
し
＿
屈
主
醜
出
の
退
職
年
金
制
度
が
行
な
わ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
役
職
•
一
屑
用
は
制
度
加
入
役
職
・
雇
用
で
あ
る
。
た
だ
し
七
0
オ
前
ま
た
は
若
干
そ
れ
よ
り
も
低
い
年
齢
前
の
死
亡
・
撥
疾
に
対
し
、
あ
る
一
時
金
の
み
を
与
え
る
制
度
は
そ
の
よ
う
に
は
看
倣
さ
れ
な
い
。
な
お
雇
主
掛
金
が
課
税
上
被
用
者
所
得
の
一
部
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
課
税
上
雇
主
に
よ
っ
て
で
な
く
、
被
用
者
に
よ
り
払
込
ま
れ
た
か
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
。
3
 
退
職
年
金
制
度
加
入
役
職
・
雇
用
(pensionable
office 
o
r
 e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)
 
認
可
の
要
件
の
目
的
に
対
し
て
は
、
制
度
加
入
役
職
ま
た
は
雇
用
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
知
る
必
要
が
年
金
の
形
態
以
外
で
、
終
身
間
の
支
給
を
行
な
う
こ
と
減
少
で
き
る
諸
経
費
・
資
本
損
失
そ
の
他
す
べ
て
を
、
控
除
し
た
金
額
は
、
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
（
川
元
）
「
純
関
連
所
得
」
と
称
せ
ら
れ
る
。
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イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
，
い
て
ロ
固
有
資
格
保
険
料
(qualifying
p
r
e
m
i
u
m
)
の
制
限
（
川
元
）
一
定
期
間
(
-
0カ
年
以
下
の
こ
と
）
生
死
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
（
但
し
結
婚
そ
の
他
の
場
合
に
は
停
止
）
年
金
を
支
給
す
る
保
証
期
間
付
契
約
⑤
保
証
期
間
付
年
金
の
場
合
、
受
給
者
死
亡
後
の
残
額
は
、
遺
産
の
分
散
に
際
し
て
譲
渡
す
る
契
約
上
述
の
条
件
は
生
保
会
社
そ
の
他
の
同
種
機
関
お
よ
び
第
二
二
条
第
固
項
の
中
に
入
る
信
託
制
度
に
等
し
く
適
用
さ
れ
る
。
第
二
四
条
第
山
項
に
よ
れ
ば
、
第
二
二
条
第
図
項
の
下
に
認
め
ら
れ
た
契
約
で
、
生
保
会
社
が
受
取
っ
た
保
険
料
を
投
資
し
て
得
た
収
入
も
、
所
得
税
を
免
除
さ
れ
る
。
な
お
投
資
収
入
の
免
税
と
い
え
ば
、
第
三
七
九
条
下
認
可
の
退
職
年
金
制
度
で
、
再
保
険
さ
れ
た
契
約
で
も
同
様
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
信
託
制
度
に
お
い
て
投
資
か
ら
生
ず
る
収
入
は
従
前
か
ら
租
税
免
除
を
受
け
て
い
た
。
課
税
上
控
除
し
う
る
保
険
料
ま
た
は
掛
金
額
は
、
第
3
表
の
よ
う
に
制
限
さ
れ
て
い
る
（
第
二
三
条
第
山
項
）
。
(4) 
契
約
(3) (2) 
額
を
超
え
る
と
き
、
そ
の
超
過
額
を
も
支
給
す
る
こ
と
終
身
間
以
外
の
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
支
給
年
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
解
約
・
一
時
金
化
ま
た
は
譲
渡
す
る
こ
と
第
二
二
条
第
③
項
に
よ
れ
ば
上
記
の
要
件
を
充
た
さ
ぬ
次
の
よ
う
な
契
約
を
も
、
当
局
は
こ
れ
を
妥
当
と
認
め
れ
ば
、
認
可
で
き
る
。
そ
の
職
業
に
従
事
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
六
0
オ
前
開
始
の
年
金
を
支
給
す
る
契
約
そ
の
よ
う
な
退
職
年
齢
が
あ
る
職
業
で
一
般
的
で
あ
る
と
き
、
六
0
オ
前
（
但
し
五
0
オ
以
後
の
こ
と
）
に
年
金
を
支
給
す
る
山
配
偶
者
で
な
い
被
扶
養
者
に
、
死
亡
に
際
し
て
年
金
を
支
給
す
る
契
約
(f) (e) 
（
な
お
第
②
欄
お
よ
382 
と
と
も
に
、
関
連
所
得
も
得
て
い
る
と
き
に
は
、
最
高
限
度
の
免
税
を
う
け
る
有
資
格
保
険
料
ま
た
は
掛
金
は
、
第
3
表
の
第
③
欄
に
掲
げ
た
関
連
所
得
へ
の
割
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
あ
る
一
年
に
免
税
と
さ
れ
得
る
同
上
金
額
は
、
第
図
欄
に
示
さ
れ
た
最
高
金
額
か
ら
、
退
職
年
金
制
度
加
入
雇
用
の
所
得
に
第
③
欄
の
割
合
を
掛
け
て
得
た
数
字
を
、
差
引
い
た
金
額
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
一
三
年
誕
生
の
あ
る
人
が
退
職
年
金
制
度
加
入
雇
用
の
所
得
九
0
0ボ
ン
ド
、
設
例
山
第3表 有資格保険料の最高限度
生
(1) 
年
191眸またはその後
1914年または1915年
1912年または1913年
1910年または1911年
1908年または1909年
1907年またはその前
最高金額 純関連所得
への割合
(3) 
: 
11 
12 
13 
14 
15 
(2) 
ボンド
750 
825 
900 
975 
1050 
1125 
Hosking: ibid., p.200 
月
の
比
較
的
短
か
い
こ
と
を
考
慮
し
、
こ
れ
に
特
に
多
い
免
税
額
を
与
え
る
よ
一
九
一
五
年
ま
た
は
そ
れ
以
前
誕
生
の
人
々
の
場
合
で
も
、
そ
の
以
前
に
お
年
金
支
給
を
う
け
、
ま
た
は
⑮
あ
る
退
職
年
金
制
度
（
現
在
勤
務
に
対
し
て
そ
R
 
の
退
職
年
金
制
度
は
無
関
係
で
あ
る
）
か
ら
の
凍
結
年
金
(frozen
pension) 
-
0彩
の
制
限
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
も
し
あ
る
個
人
が
退
職
年
金
制
度
加
入
の
役
職
ま
た
は
雇
用
に
つ
い
て
い
る
お
よ
び
関
連
所
得
二
0
0ボ
ン
ド
を
得
て
の
存
在
す
る
場
合
に
は
、
上
記
の
第
3
表
の
限
度
で
な
く
、
七
五
0
ボ
ン
ド
と
け
る
雇
用
先
の
過
去
勤
務
に
関
し
て
⑱
雇
主
醸
出
に
よ
る
退
職
年
金
制
度
か
ら
う
に
と
、
最
高
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
か
っ
た
人
々
の
う
ち
、
一
九
一
六
年
以
前
誕
生
の
人
々
は
そ
の
退
職
ま
で
の
年
第
3
表
で
は
、
び
第
③
欄
の
使
用
法
に
つ
い
て
は
「
繰
越
」
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
（
川
元
）
一
九
五
六
年
ま
で
は
退
職
に
際
し
免
税
措
置
を
利
用
し
得
な
四
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イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
口
(JI
元）
払
込
保
険
料
ま
た
は
掛
金
が
関
連
所
得
の
最
高
免
税
割
合
の
金
額
を
超
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
累
計
超
過
額
は
あ
る
限
度
ま
で
免
税
の
た
め
に
繰
越
さ
れ
る
。
そ
の
限
度
は
繰
越
の
累
計
額
お
よ
び
当
年
払
込
掛
金
額
が
、
第
3
表
の
第
③
欄
に
示
さ
れ
た
最
高
金
額
の
金
6
有
資
格
保
険
料
（
ま
た
は
掛
金
）
の
繰
越
は
、
退
職
の
起
る
起
ら
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
支
給
さ
れ
る
。
い
て
い
る
が
、
は
な
く
、
徐
々
に
そ
の
活
動
は
減
退
し
、
一五
R
 
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
年
に
は
二
0
0ボ
ン
ド
の
―
二
形
、
す
な
わ
ち
二
四
ポ
ン
ド
だ
け
の
免
税
を
う
け
る
。
例
②
 
一
九
〇
六
年
誕
生
の
あ
る
人
が
八
0
0
0ボ
ン
ド
の
関
連
所
得
と
、
退
職
年
金
制
度
加
入
の
非
常
勤
雇
用
か
ら
の
所
得
年
四
〇
0
ポ
ン
ド
を
得
て
い
る
場
合
、
有
資
格
保
険
料
ま
た
は
掛
金
の
最
高
免
税
額
は
一
―
二
五
ボ
ン
ド
か
ら
四
0
0ポ
ン
ド
の
一
五
％
④
 
を
差
引
い
た
金
額
す
な
わ
ち
―
0
六
五
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
財
政
法
第
二
二
条
お
よ
び
第
二
三
条
の
認
可
契
約
で
は
、
年
金
額
に
は
制
限
が
お
か
れ
ず
、
免
税
を
受
け
う
る
保
険
料
ま
た
は
掛
金
の
金
額
に
、
制
限
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
終
給
与
の
あ
る
割
合
と
し
て
の
年
金
額
に
制
限
を
お
い
た
第
三
七
九
条
と
、
根
本
的
に
違
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
被
用
者
の
事
情
は
自
営
業
者
の
そ
れ
と
違
う
か
ら
で
あ
る
。
被
用
者
は
特
定
日
の
退
職
ま
で
、
一
定
の
賃
金
ま
た
は
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
。
賃
金
ま
た
は
俸
給
は
一
般
的
に
漸
次
増
加
す
る
が
、
自
営
業
者
の
所
得
は
毎
年
相
当
変
動
し
、
働
ら
い
て
い
て
も
終
り
頃
と
も
な
れ
ば
、
所
得
は
低
下
を
来
た
す
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
退
職
に
は
一
定
の
時
日
つ
い
に
は
そ
の
所
得
は
消
え
う
せ
て
終
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
財
政
法
第
三
部
に
「
所
得
税
（
退
職
年
金
そ
の
他
）
（
R
e
t
i
r
e
m
e
n
t
a
n
d
 O
t
h
e
r
 A
n
n
u
i
t
i
e
s
)
」
と
い
う
標
題
が
つ
「
退
職
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
状
態
の
説
明
が
本
文
に
現
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
認
可
契
約
下
の
年
金
設
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第4表 有資格保険料（掛金）の繰越に対する一設例
（生年 1915年）
年度
1956-57 
1957-58 
1958-59 
1959-60 
1960-61 
1661-62 
純関連所得
プンド
1000 
1200 
2000 
3000 
5000 
8000 
払込保険料（掛金）
ボンド
120 
140 
200 
400 
500 
825 
2185 
免税許容額
ボンド
110 
132 
218 
330 
550 
825 
2165 
繰越額
ボ` ノド
10 
18 
70 
20 
上掲表において1961-62年度への繰越額は20ポソドである。そし
て同年度における保険料は825ボ‘ノドであり，両者の合計額は1915
年生れの人に 1カ年に免税を許されている最高金額825ボンドを超
過している。この超過分20ボソドはその年度に免税を許されない。
なお免税を許されない保険料からの退職年金部分は勤労所得とはな
らない。 Hosking: ibid., p.202 
越
額
に
つ
い
て
、
説
明
の
た
め
一
例
を
設
け
た
。
額
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
五
年
生
れ
の
あ
る
人
が
純
関
連
所
得
を
得
て
い
る
場
合
、
そ
の
有
資
格
保
険
料
の
免
税
許
容
額
お
よ
び
繰
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
（
川
元
）
や
、
そ
の
年
金
が
解
約
さ
れ
た
り
、
一
時
金
と
な
っ
た
り
、
契
約
に
お
い
て
、
契
約
者
へ
の
年
金
支
給
に
つ
い
て
の
規
定
び
選
択
権
に
は
、
非
常
な
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
あ
ら
ゆ
る
そ
し
て
契
約
に
際
し
て
提
供
さ
れ
る
そ
の
用
語
・
条
件
お
よ
約
を
締
結
す
る
生
保
会
社
は
、
六
0
社
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
一
九
五
六
年
法
第
二
二
条
第
二
三
条
下
に
あ
る
種
類
の
契
8
 
契
約
の
種
類
し
て
取
扱
わ
れ
、
差
額
は
非
勤
労
所
得
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
二
―
六
五
ポ
ン
ド
か
ら
生
ず
る
年
金
額
だ
け
が
勤
労
所
得
と
そ
の
う
ち
ニ
―
六
五
ボ
ン
ド
が
免
税
を
う
け
た
と
す
れ
ば
、
は
掛
金
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
勤
労
所
得
と
し
て
R
 
取
扱
わ
れ
る
。
例
え
ば
合
計
ニ
―
八
五
ボ
ン
ド
が
払
込
ま
れ
、
へ
の
年
金
は
す
べ
て
、
そ
れ
が
免
税
の
有
資
格
保
険
料
ま
た
認
可
契
約
の
下
に
生
ず
る
個
人
・
寡
婦
ま
た
は
被
扶
蓑
者
7
勤
労
所
得
免
税
(
e
a
r
n
e
d
i
n
c
o
m
e
 relief) 
一六
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少
な
く
と
も
二
会
社
に
お
い
て
年
金
額
が
、
い
る
。
用
の
保
険
料
率
で
購
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
保
証
が
、
口
（
川
元
）
譲
渡
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
条
件
が
、
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
干
の
会
社
は
年
金
開
始
の
年
齢
を
、
契
約
の
当
初
に
指
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
後
に
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
の
会
社
は
年
齢
変
更
を
可
能
と
し
て
い
る
場
合
、
僅
少
の
手
数
料
を
課
し
て
い
る
）
。
的
に
開
始
す
る
も
の
と
定
め
、
契
約
後
も
し
も
希
望
な
ら
ば
、
よ
り
若
い
年
齢
へ
の
変
更
を
求
め
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
時
払
保
若
干
の
契
約
は
毎
年
同
額
の
保
険
料
が
払
込
ま
れ
る
年
払
平
準
保
険
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
若
干
の
も
の
は
一
時
払
保
険
料
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
、
毎
年
の
保
険
料
で
購
入
の
年
金
額
は
積
増
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
方
法
は
退
職
年
金
制
度
非
実
施
の
雇
用
先
に
勤
め
て
い
る
が
、
年
々
所
得
の
相
当
変
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
人
々
に
、
適
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
時
払
保
険
料
の
方
法
の
不
利
な
点
は
、
例
え
ば
五
年
間
で
保
険
料
を
払
う
よ
う
に
な
る
と
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
年
金
額
は
現
在
使
一
般
的
に
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
．
そ
れ
は
こ
れ
等
の
料
率
は
、
利
率
の
一
般
的
な
水
準
に
従
っ
て
変
動
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
利
率
が
高
水
準
に
あ
る
と
き
に
は
、
険
料
率
は
特
に
魅
力
的
に
思
わ
れ
る
。
少
数
の
生
保
会
社
は
契
約
者
に
す
こ
ぶ
る
有
利
な
契
約
を
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
毎
年
あ
る
最
低
金
額
が
保
険
料
と
し
て
払
込
ま
れ
る
な
ら
ば
、
保
険
会
社
は
後
に
な
っ
て
も
契
約
当
時
使
用
し
て
い
た
保
険
料
率
で
、
付
と
さ
れ
て
い
る
。
若
干
の
場
合
に
は
何
等
の
保
証
も
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
一
時
払
保
険
料
を
受
取
る
こ
と
を
保
証
し
て
一
群
の
株
式
の
将
来
に
お
け
る
実
績
に
左
右
さ
れ
る
契
約
を
、
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
意
図
は
イ
ン
フ
レ
に
対
し
て
あ
る
ヘ
ッ
ジ
を
持
た
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
ま
た
若
干
の
契
約
は
例
え
ば
五
年
間
保
証
、―――七
若
干
の
会
社
で
は
年
金
支
給
が
七
0
オ
で
自
働
（
少
数
386 
が
獲
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
き
な
い
よ
う
な
健
康
状
態
で
あ
っ
て
も
、
⑱
を
希
望
の
と
き
に
は
、
年
金
支
給
の
可
能
な
最
低
年
齢
（
六
0
オ
以
上
の
こ
と
）
に
お
け
る
支
給
が
最
も
多
い
。
ま
た
何
等
の
死
亡
給
付
も
な
い
場
合
に
は
、
年
金
支
給
の
開
始
前
に
死
亡
し
、
給
付
の
何
等
支
給
さ
れ
な
い
契
約
者
の
割
合
が
計
算
に
料
酌
さ
れ
る
。
⑱
の
場
合
、
生
保
会
社
が
支
給
開
始
日
の
繰
上
げ
を
許
す
と
き
、
非
健
康
体
の
契
約
者
に
保
険
料
の
計
算
基
礎
を
く
つ
が
え
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
選
択
権
を
与
え
る
こ
と
は
通
常
行
な
わ
れ
な
い
。
上
記
c
の
形
の
給
付
は
興
味
あ
る
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
厄
介
な
条
件
に
よ
っ
て
の
ほ
か
生
保
契
約
を
得
る
こ
と
の
で
一
九
五
六
年
法
下
に
退
職
年
金
契
約
を
結
ぶ
地
位
に
あ
る
な
ら
ば
、
あ
る
有
利
な
生
命
保
険
こ
の
よ
う
な
人
は
ま
た
年
金
支
給
開
始
後
の
死
亡
の
場
合
、
と
が
で
き
る
。
他
方
被
扶
養
者
の
な
い
人
は
死
亡
給
付
も
保
証
期
間
も
欲
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
生
保
会
社
は
こ
の
よ
う
な
種
類
る。
(e) (cl) 
-
0年
間
保
証
期
間
付
契
約
を
行
な
い
、
被
扶
養
者
に
対
し
備
え
る
こ
年
金
支
給
開
始
前
の
死
亡
に
際
し
て
、
提
供
の
給
付
の
選
択
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
何
等
の
死
亡
給
付
も
な
く
、
従
っ
て
生
残
の
際
に
は
よ
り
多
額
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
利
息
付
保
険
料
が
返
還
さ
れ
る
。
利
息
は
現
在
の
契
約
で
は
一
般
的
に
一
―
―
彩
、
三
•
五
彩
ま
た
は
四
彩
（
無
税
）
が
提
供
さ
れ
株
式
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
契
約
を
提
供
し
て
い
る
会
社
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
場
合
で
は
ユ
ニ
ッ
ト
の
価
額
が
支
給
さ
れ
る
。
配
偶
者
、
そ
の
他
の
被
扶
養
者
（
内
国
歳
入
当
局
認
可
の
も
の
）
る。
(c) ⑮
利
息
な
し
の
保
険
料
が
返
還
さ
れ
る
。
(a) 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
（
川
元
）
に
対
し
、
本
人
へ
の
そ
れ
を
超
え
な
い
年
金
額
が
支
給
さ
れ
一八
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第5表
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
と
に
す
る
。
一時払保険料の
払込日における
年齢
才
4
0
4
5
5
0
5
5
6
0
 
相異なる種類における年金額の一例
（一時払保険料＝500謗）
65オ開姶の年金額（年額）
65オ前 •65オ 65オ前死亡給付（ 4％の
以後ともに死利息付保険の返還）あ
亡給付無し り。 5年間は証期間付終
身年金
ポソド ボンド
184 1 144 
147 
116 
90 
69 
117 
94 
76 
61 
Hosking: ibid., p. 206 
（
川
元
）
注
(
1
)
(
2
)
 
あ
る
。
（
こ
の
節
次
号
に
続
く
）
九
H
o
s
k
i
n
g
"
i
b
i
d
.
p`
p
.
 
196~207 
「
凍
結
年
金
と
は
普
通
、
何
等
新
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
ず
、
ま
た
ほ
制
度
下
の
現
存
メ
ソ
バ
ー
に
対
し
何
の
増
額
を
も
与
え
な
い
、
と
い
っ
た
決
定
の
行
な
わ
れ
た
場
合
を
い
う
。
も
っ
と
も
現
存
年
金
に
対
す
る
保
険
職
年
齢
前
に
死
亡
し
た
際
の
み
寡
婦
年
金
を
与
え
る
種
類
よ
り
も
高
価
で
は
そ
の
た
め
の
保
険
料
に
よ
っ
て
購
な
わ
れ
、
そ
れ
で
こ
の
保
護
を
与
え
婦
に
年
金
を
与
え
る
も
の
が
あ
る
。
退
職
年
齢
後
の
死
亡
に
関
す
る
保
護
も
う
―
つ
の
契
約
の
種
類
と
し
て
、
死
亡
し
た
と
き
に
は
い
つ
で
も
寡
れ
よ
り
も
少
額
の
年
金
を
払
う
よ
う
な
、
選
択
が
通
例
許
さ
れ
て
い
る
。
生
残
し
て
い
る
場
合
、
何
等
選
択
の
な
い
も
の
と
し
た
と
き
の
年
金
額
を
上
記
の
種
類
の
契
約
の
何
れ
に
お
い
て
も
、
契
約
者
が
退
職
年
齢
ま
で
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
そ
ん
な
に
望
ま
な
い
。
そ
れ
は
指
定
遺
言
執
行
人
が
、
何
故
何
等
の
給
付
も
な
い
か
、
理
解
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
惧
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
大
多
数
の
会
社
は
強
く
望
ま
れ
れ
ば
こ
れ
を
締
結
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
同
一
保
険
料
に
対
し
年
金
額
が
相
当
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
五
0
0ボ
ン
ド
の
一
時
払
保
険
料
に
対
す
る
若
干
の
見
本
の
数
字
を
示
す
こ
減
少
し
、
彼
の
死
亡
後
そ
の
寡
婦
に
契
約
者
へ
の
も
の
と
同
額
ま
た
は
そ
て
も
年
金
額
の
減
少
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
場
合
も
ち
ろ
ん
た
だ
退
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(5) 
4
)
 
(3) 
料
は
依
然
払
込
ま
れ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
制
度
を
他
の
制
度
に
代
え
た
湯
合
で
あ
る
が
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
理
由
に
よ
り
旧
制
度
を
完
全
に
終
了
さ
せ
る
こ
と
の
行
な
わ
れ
な
い
と
き
に
お
い
て
起
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
語
は
と
き
ど
き
払
済
年
金
を
指
し
て
い
う
こ
と
が
あ
る
。
特
に
現
存
年
金
に
対
し
て
す
ら
、
よ
り
以
上
の
保
険
料
ま
た
は
掛
金
の
払
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
場
合
の
、
払
済
年
金
を
指
し
て
で
あ
る
」
(
P
i
l
c
h
a
n
d
 W
o
o
d
:
 ibid.
、
p.210)
。
本
文
に
お
け
る
も
の
は
後
者
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
湯
合
に
対
す
る
一
般
算
式
（
本
文
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
設
例
で
の
免
税
可
能
の
最
高
金
額
は
き
0
漆
（
演
3
渇
演
2
華
）
ー
き
。
甜
X
1
2
%
1
1
7
9
~で
あ
る
か
ら
、
二
四
磋
(
I
I
只
n
漆
X
1
2
%
)
t
i
七
九
二
碑
よ
り
も
ち
ろ
ん
少
な
い
。
従
っ
て
二
四
榜
が
免
税
と
な
る
。
こ
の
場
合
免
税
の
最
高
有
資
格
保
険
料
額
の
一
＿
つ
の
限
度
は
ご
一
0
0謗
(llg8盤
X
1
5
%
)
で
あ
る
。
他
に
制
度
加
入
雇
用
か
ら
の
所
得
が
な
け
れ
ば
、
も
う
―
つ
の
限
度
ほ
一
ー
ニ
五
膀
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
所
得
四
0
0榜
が
あ
る
か
ら
、
免
税
の
最
高
額
は
本
文
に
あ
る
よ
う
な
次
第
で
一
〇
六
五
榜
に
な
る
。
（
筆
者
）
勤
労
所
得
に
は
所
得
税
課
税
に
際
し
、
勤
労
所
得
控
除
が
あ
る
。
そ
れ
は
所
得
四0
0
五
榜
ま
で
は
そ
の
2
-
9、
•
そ
れ
を
超
え
る
五
六
四0
榜
ま
で
は
そ
の
1
-
9
、
そ
の
他
年
齢
に
よ
る
控
除
等
が
あ
る
（
拙
稿
「
前
掲
」
H
二
五
頁
）
。
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ロ
（
川
元
）
四
〇
